
第３次伊賀市男女共同参画基本計画

（平成２９年度事業実績）

（平成３０年度実施計画）



　Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画　……　Ｐ１～P１6

自 己 評 価　
　　Ａ ： かなり取り組みができた　　 １０５％以上
　　Ｂ ： 取り組みができた　　　 ９０％以上～１０５％未満
　　Ｃ ： 取り組みが不十分だった ７５％以上～９０％未満
　　Ｄ ： 取り組みができなかった ７５%未満

　　　目　　　　次

　Ⅱ　男女の人権尊重　……　Ｐ１7～P４１

　Ⅲ　ワーク・ライフ・バランス　……　Ｐ４２～P５１
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　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策１　政策・方針決定過程への女性の参画拡大

事
業

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

番
号 評価 評価 評価 評価 評価

30% 30% 30% 40%

25% 23.9%

Ｃ Ｃ

36.1％
(29.7％)

35.7%
(30.４%)

35.5%
(31.0%)

37.7％
（31.2％）

35.2%
(30.1%)

34.4%
(30.7%)

B B

指標具体的施策 事業名

審議会等へ
の女性登用
率

1

2

1　市におけ
る女性登用
の推進

審議会等委員に女性の登用を
推進するよう、庁内各課へ要
請します。女性委員の登用率
が40％未満の審議会等につい
ては、その理由を調査します。
登用率25％未満の審議会等
については、担当課とヒアリング
を行い、人材バンクの積極的な
活用いついて周知していきま
す。

審議会委員に女性の登用を推
進するよう、庁内各課へ要請
し、女性委員の登用率が40％
未満の審議会等については、
「審議会等の女性委員選任状
況調査票」の提出を依頼し、女
性委員を増やせない理由及び
今後の選任方針を調査しまし
た。

審 議 会 等
委員の女性
登用の拡大

審議会等委員に、女性を積極
的に登用する必要性の意識を
徹底させます。また人材バンク
の登録者の活用や、団体への
協力要請など、それぞれの審
議会等の状況に応じた方法を
用いて、女性の登用拡大を進
めます。

担当課事業の概要

人権政策課

全庁

市職員の管
理職への女
性登用の拡
大

日常的な業務分担が男女均
等になっていることを、所属長
中心に再確認を行うとともに、
能力と適正に基づき市女性職
員の管理職への更なる積極的
登用を推進します。

市 に お け る
女性管理職
の割合
（うち一般行
政職におけ
る女性管理
職の割合）

人事課

平成30年4月1日現在、医師
を除く全職種における管理職
数は244名であり、うち女性管
理職は84名（比率34.4 ％）と
なっています。
これらの職員数には、看護師、
保育士、消防士等、性別に偏
りのある職種が含まれているた
め、これらを除く行政職におい
て積極的な女性登用を進める
こととします。同日現在の行政
職の管理職は、176名で、うち
女性管理職は54名（比率
30.7％)となっており、女性管理
職比率を0.3％アップを目指し
ます。

事業実施計画

平成30年4月1日現在、医師
を除く全職種における管理職
総数は244名であり、うち女性
管理職は84名（比率34.4％）
で昨年に比べ、0.8％下がりま
した。
また、同日現在の一般行政職
の管理職は176名で、うち女性
管理職は、54名（比率30.7％）
で0.6％上がりました。
「女性活躍推進法」の施行によ
り、伊賀市においても、「伊賀市
における女性職員の活躍に関
する特定事業主行動計画（平
成28年度から～平成32年
度）」を策定しました。この計画
により女性管理職の登用を積
極的に推進していきたいと考え
ています。
しかし、 女性職員の所属長へ
の昇任意欲を持つ者の割合が
低いため、女性監督職を対象
とした女性リーダー養成研修や
企画・立案能力に繋がる研修
などの受講を積極的に働きか
け、女性職員の昇任意欲を高
めていく必要があります。

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

審議会等委員に女性の登用を
推進するよう、庁内各課へ要
請します。女性委員の登用率
が40％未満の審議会等につい
ては、その理由を調査します。
登用率25％未満の審議会等
については、担当課とヒアリング
を行い、人材バンクの積極的な
活用いついて周知していきま
す。

平成29年4月1日現在、医師
を除く全職種における管理職
数は233名であり、うち女性管
理職は82名（比率35.2 ％）と
なっています。
これらの職員数には、看護師、
保育士、消防士等、性別に偏
りのある職種が含まれているた
め、これらを除く行政職におい
て積極的な女性登用を進める
こととします。同日現在の行政
職の管理職は、173名で、うち
女性管理職は52名（比率
30.1％)となっており、女性管理
職比率を0.3％アップを目指し
ます。

実施事業の内容、効果・課題
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　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策１　政策・方針決定過程への女性の参画拡大

事
業

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

番
号 評価 評価 評価 評価 評価

指標具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画 実施事業の内容、効果・課題

B B

市 女 性 職
員の職域拡
大

各種研修を通じ、市政を担う市
職員の能力向上を図り、性別
にとらわれず、それぞれの能力
や適性に応じた職員配置を行
います。

3
人事課

女性職員を市の重点業務担当
部署に配置するとともに、これ
まで女性職員の配置が少な
かった総務部門、企画部門へ
女性職員を昨年度に引き続き
配置しました。
市の重点業務を担う部署やこ
れまで女性割合が少ない部署
へ女性職員を配置することによ
り、将来管理職候補となる女性
職員の育成を図ることが期待で
きるため、今後も、計画的・積
極的な配置を行います。

女性職員が少ない部署への積
極的な配置や、市の重点業務
を担う部署への公募制度を今
後も活用し配置を行います。

女性職員が少ない部署への積
極的な配置や、市の重点業務
を担う部署への公募制度を今
後も活用し配置を行います。
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　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策１　政策・方針決定過程への女性の参画拡大

事
業

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

番
号 評価 評価 評価 評価 評価

指標具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画 実施事業の内容、効果・課題

B B

B B

Ｂ Ｂ

２　企業や各
手団体等の
方針決定の
場への女性
の参画拡大

4

島ヶ原支所
振興課

企業における女性の積極的な
登用事例紹介などの情報提
供、企業訪問、県や関係団体
と連携した啓発を通して、企業
に対し更なる女性登用を啓発
します。

企業に対す
る女性登用
の情報提供
と啓発

企業訪問を行い、男女共同参
画や働き方改革について啓発
を行いました。女性の社会参画
に対する理解は進んでおり、男
性の育児休業制度などの整備
が進んでいます。ただ実際の利
用率は低く、継続的な啓発が
必要です。

実施事業所　32

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：公正な採用
選考、従業員の雇用状況等に
ついて聞き取りを行うとともに、
冊子やパンフレット等を配布し、
方針決定の場への女性の参画
拡大について啓発を行い、研
修会等への参加要請をしま
す。
また、正社員のうち女性の雇用
と管理職への女性登用が進む
よう、今後も情報提供と啓発を
行っていきます。

訪問等事業所数（予定）：285
【内訳】
○訪問　194
　　本庁（上野支所）：117
　　伊賀支所：32
　　島ヶ原支所：5
　　阿山支所：11
　　大山田支所：10
　　青山支所：19
○文書回答　3
　　本庁（上野支所）：3
○人権学習企業等連絡会
88伊賀支所振

興課

商工労働課

人権政策課

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：公正な採用
選考、従業員の雇用状況等に
ついて聞き取りを行うとともに、
冊子やパンフレット等を配布し
方針決定の場への女性の参画
拡大について啓発を行い、研
修会等への参加要請をしま
す。
また、正社員のうち女性の雇用
と管理職への女性登用が進む
よう、今後も情報提供と啓発を
行っていきます。

訪問等事業所数：290

本庁（上野）：117
伊賀支所：33
島ケ原支所：5
阿山支所：13
大山田支所：11
青山支所：18
文書回答：5
伊賀市人権学習企業等連絡
会加入事業者数：88

企業訪問等による啓発を行い
ました。女性の登用について
は、各事業所が独自の取組を
されていますが、人事担当者
等に対して情報提供と啓発を
行うことにょり、重要性を再認
識していただくことができまし
た。今後も引き続き啓発に努め
ます。

訪問等事業所数：280
【内訳】
○訪問　194
　　本庁（上野支所）：117
　　伊賀支所：32
　　島ヶ原支所：5
　　阿山支所：11
　　大山田支所：10
　　青山支所：19
○文書回答　3
　　本庁（上野支所）：3
○人権学習企業等連絡会

企業を訪問して企業内の人権
活動等について聞き取りと女性
の参画拡大について啓発を行
い、研修会等への参加要請を
しました。人事部が本社にある
事業所は今回から省きました。
企業内で人権啓発研修開催を
増やすことが今後の課題です。
訪問企業数：５社
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　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策１　政策・方針決定過程への女性の参画拡大

事
業

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

番
号 評価 評価 評価 評価 評価

指標具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画 実施事業の内容、効果・課題

Ｂ Ｂ

２　企業や各
手団体等の
方針決定の
場への女性
の参画拡大

4

企業における女性の積極的な
登用事例紹介などの情報提
供、企業訪問、県や関係団体
と連携した啓発を通して、企業
に対し更なる女性登用を啓発
します。

阿山支所振
興課

企業に対す
る女性登用
の情報提供
と啓発

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：公正な採用
選考、従業員の雇用状況等に
ついて聞き取りを行うとともに、
冊子やパンフレット等を配布し、
方針決定の場への女性の参画
拡大について啓発を行い、研
修会等への参加要請をしま
す。
また、正社員のうち女性の雇用
と管理職への女性登用が進む
よう、今後も情報提供と啓発を
行っていきます。

訪問等事業所数（予定）：285
【内訳】
○訪問　194
　　本庁（上野支所）：117
　　伊賀支所：32
　　島ヶ原支所：5
　　阿山支所：11
　　大山田支所：10
　　青山支所：19
○文書回答　3
　　本庁（上野支所）：3
○人権学習企業等連絡会
88

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：公正な採用
選考、従業員の雇用状況等に
ついて聞き取りを行うとともに、
冊子やパンフレット等を配布し
方針決定の場への女性の参画
拡大について啓発を行い、研
修会等への参加要請をしま
す。
また、正社員のうち女性の雇用
と管理職への女性登用が進む
よう、今後も情報提供と啓発を
行っていきます。

訪問等事業所数：290

本庁（上野）：117
伊賀支所：33
島ケ原支所：5
阿山支所：13
大山田支所：11
青山支所：18
文書回答：5
伊賀市人権学習企業等連絡
会加入事業者数：88

企業訪問による啓発を行いまし
た。
時期　：　12月
訪問事業所数　：　11
内容　：　ワーク・ライフ・バラン
スの取組の状況等について聞
き取りを行うとともに、今後の取
組に関して、冊子やパンフレット
等の配布を通しての啓発や、
関係講演会・研修会等への参
加の呼びかけ等を行いました。
また、企業へは、訪問による啓
発に加えて、人権広報誌の送
付等を通じて、講演会 ・ 研修
会の案内や、　男女共同参画
に関する内容も含めた人権に
関するさまざまな情報の提供
等を行いました。
各種休暇制度の整備等、制度
的な面での取組は、　ほとんど
の企業で進んでいます。　しか
し、　各企業間で、ワーク・ライ
フ・バランスに対する認識・理
解に違いがあります。
企業に男女共同参画に関する
意識が定着し、　ワーク・ライフ・
バランスがさらに推進されるよ
う、　今後もこれらの取組を継
続して実施していく必要があり
ます。
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　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策１　政策・方針決定過程への女性の参画拡大

事
業

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

番
号 評価 評価 評価 評価 評価

指標具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画 実施事業の内容、効果・課題

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

企業訪問による啓発を行いまし
た。
訪問事業所数：19社
アンケート調査：0社
女性の管理職登用や、公正採
用についての聞き取り、企業同
和問題研修会への参加呼びか
けなどを行いました。企業同和
問題研修会には、６社の参加
がありました。
各事業所では、独自の取り組
みを実施されていますが、事業
所が小規模であったり、本社が
別にあるため人的な余裕がな
いなどの課題がみうけられるの
で、今後も継続的な啓発・支援
を行っていきます。

２　企業や各
手団体等の
方針決定の
場への女性
の参画拡大

4

企業における女性の積極的な
登用事例紹介などの情報提
供、企業訪問、県や関係団体
と連携した啓発を通して、企業
に対し更なる女性登用を啓発
します。

大山田支所
振興課

【実施事業の内容】
企業訪問による啓発を行いまし
た。
期間：平成２９年１１月から一ヶ
月間
訪問企業数：１１社
内容：公正採用選考について
や、女性管理職の登用状況な
どを聞き取りながら、各社で課
題となっている人権課題の有
無についても突っ込んだ話し合
いをした。
また、啓発冊子等の配布も行
いました。

【効果・課題】
企業にとってプラスとなるような
話し合い、聞き取り方法を模索
しました。
単に「研修してほしい」と伝える
だけでなく、希望内容によって
は市職員が講師として伺えるこ
ともあると伝えると、社内で協議
してみると前向きな言葉もも
らった。
反面、「我が社には人権課題
はない」「差別問題とは関係な
い」と言い放つ担当者もいて、
その企業の対応が課題と考え
る。

企業に対す
る女性登用
の情報提供
と啓発

青山支所振
興課

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：公正な採用
選考、従業員の雇用状況等に
ついて聞き取りを行うとともに、
冊子やパンフレット等を配布し、
方針決定の場への女性の参画
拡大について啓発を行い、研
修会等への参加要請をしま
す。
また、正社員のうち女性の雇用
と管理職への女性登用が進む
よう、今後も情報提供と啓発を
行っていきます。

訪問等事業所数（予定）：285
【内訳】
○訪問　194
　　本庁（上野支所）：117
　　伊賀支所：32
　　島ヶ原支所：5
　　阿山支所：11
　　大山田支所：10
　　青山支所：19
○文書回答　3
　　本庁（上野支所）：3
○人権学習企業等連絡会
88

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：公正な採用
選考、従業員の雇用状況等に
ついて聞き取りを行うとともに、
冊子やパンフレット等を配布し
方針決定の場への女性の参画
拡大について啓発を行い、研
修会等への参加要請をしま
す。
また、正社員のうち女性の雇用
と管理職への女性登用が進む
よう、今後も情報提供と啓発を
行っていきます。

訪問等事業所数：290

本庁（上野）：117
伊賀支所：33
島ケ原支所：5
阿山支所：13
大山田支所：11
青山支所：18
文書回答：5
伊賀市人権学習企業等連絡
会加入事業者数：88
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　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策１　政策・方針決定過程への女性の参画拡大

事
業

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

番
号 評価 評価 評価 評価 評価

指標具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画 実施事業の内容、効果・課題

B B

３　ポジティ
ブ・アクション
（積極的改
善措置）の
推進

市ホームページにおいて、ポジ
ティブ・アクションの施策内容を
掲載するとともに、厚生労働省
の情報サイトへのリンクを設定し
取組をしている企業の情報を
提供します。

5

ポジティブ・
アクションの
周知及び取
り組み促進

国、県等関係機関と連携して
啓発を行うとともに、企業･事業
所訪問、積極的に女性を登用
している事業所の紹介などを通
じて、ポジティブ･アクションの理
解と取り組みを促進します。

商工労働課

人権政策課

市ホームページにおいて、ポジ
ティブ・アクションの施策内容を
掲載するとともに、厚生労働省
の情報サイトへのリンクを設定し
取組をしている企業の情報を
提供します。

市ホームページにおいて、ポジ
ティブ・アクションの施策内容を
掲載するとともに、厚生労働省
の情報サイトへのリンクを設定し
取組をしている企業の情報を
提供しました。

8



　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策２　雇用における男女共同参画の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

B B

B B

B B

４　雇用におけ
る男女の均等
な機会と待遇
の確保

商工労働課

関係機関と連携し、就労形
態、労働条件等の労働問題の
全般的な事項について、相談
業務の充実を図ることで女性
就業の支援に努めます。7

8

働く女性の
妊娠･出産
に関わる保
護 等 健 康
管理の啓発

健康推進課

母性保護の周知や、妊産婦の
健康管理に関する啓発を推進
します。

母子健康手帳交付時、妊婦へ
のアンケートを実施し妊娠出産
に関わる不安や困りごとについ
ての相談を実施しています。特
に就労中の方には「働きながら
お母さんになるあなたへ」等の
パンフレットを配布し、働く助成
の妊娠・出産・育児についての
制度の説明や個別の相談に応
じています。

雇用に関す
る関係法令
の周知

商工労働課

母子健康手帳発行時に妊婦に
対して、妊娠出産に関するアン
ケートを実施し就労中の妊婦に
は、働きながら安心して出産を
迎えるためのパンフレット（母子
健康管理指導事項連絡カー
ド）などを配布し制度の内容や
相談窓口の紹介をするとともに
妊娠中や出産や育児について
の不安や悩みについての相談
をできる場を設けます。必要に
応じて後日訪問したり相談日を
設ける等し安心して出産・育児
が出来るよう継続したサポート
を行います。

募集・採用・配置・昇進等に関
して、男女間の格差のないよ
う、事業所に「改正男女雇用機
会均等法」をはじめとする関係
法令の周知徹底に努めます。

労働局やハローワークから提供
される情報をホームページや
広報「いが市」により周知しま
す。また、企業訪問等により、
性別にこだわらない公正な採
用選考を依頼します。

労働相談窓口や労働相談会
などの情報をホームページや
広報「いが市」で提供します。

労働相談窓口や労働相談会
などの情報をホームページや
広報「いが市」で提供しました。
暮らしなんでも相談においては
２名の女性の相談がありまし
た。

労働相談の
充実

事
業
番
号

労働局やハローワークから提供
される情報をホームページで周
知しました。また、企業訪問等
により、性別にこだわらない公
正な採用選考や配属、昇進を
依頼しました。

具体的施策 事業名 担当課事業の概要 指標

事業実施計画

6

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

労働局やハローワークから提供
される情報をホームページや
広報「いが市」により周知しま
す。また、企業訪問により、性
別にこだわらない公正な採用
選考や配属、昇進を依頼しま
す。

労働相談窓口や労働相談会
などの情報をホームページや
広報「いが市」で提供します。

母子健康手帳発行時に妊婦に
対して、妊娠出産に関するアン
ケートを実施し就労中の妊婦に
は、働きながら安心して出産を
迎えるためのパンフレット（母子
健康管理指導事項連絡カー
ド）などを配布し制度の内容や
相談窓口の紹介をするとともに
妊娠中や出産や育児について
の不安や悩みについての相談
をできる場を設けます。必要に
応じて後日訪問したり相談日を
設ける等し安心して出産・育児
が出来るよう継続したサポート
を行います。

実施事業の内容、効果・課題

9



　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策２　雇用における男女共同参画の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

事
業
番
号

具体的施策 事業名 担当課事業の概要 指標

事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画 実施事業の内容、効果・課題

8.3% 16.7% 16.7% 30%

8.3% 8.3%

Ｂ D

10% 11.82% 11.84% 12%

11.76% 11.76%

A B

B B

５　農林業・自
営業等におけ
る男女共同参
画の促進

６　女性の再
チャレンジ支援

11

職 業 能 力
向上

農業や自営業など家族経営事
業所等において、家族の協力
や理解などが得られるよう、家
族経営協定等制度などを活用
し支援します。
また、伊賀農業女性ネットワー
クなどを通じて、女性の認定農
業者などを支援します。

商工会・商工会議所等を通じ
て、女性は経営のパートナーで
あることを啓発し、女性の活躍
機会の拡大を目指します。

商工労働課

商工労働課

仕事に必要な資格や技術・職
業訓練などの情報収集を行
い、情報提供と相談体制の充
実を図ります

9

10

自営業に従
事する女性
への支援

商 工 会 議
所 ・ 商 工 会
加入企業の
う ち 女 性 の
経営者の割
合

伊賀市農業
経営基盤強
化促進協議
会委員に占
める女性委
員の割合

認定農業者・認定新規就農者
制度申請者に対して家族経営
協定制度等について詳細説明
を実施します。
伊賀農業女性ネットワーク等を
通じて女性認定農業者等を支
援することを目的に、所管する
県伊賀農業改良普及センター
と協働し、「農山漁村のつどい」
等への農業者の参加を促進し
ます。

労働局が実施する求職者支援
訓練の情報をホームページに
掲載し周知を図りました。求職
者支援訓練に伊賀管内から１
人が受講し、内１人が就職につ
ながりました。

商工会主催「創業スタートアッ
プセミナー、創業スクール」や
三重大学主催「産学官連携セ
ミナー」などの情報をホーム
ページや広報「いが市」で提供
しました。

商工会議所・商工会加入企業
のうち女性経営者数：259名
（全体会員者数：2,203名）

商工会や商工会議所が実施
する企業セミナーなどの情報を
ホームページや広報「いが市」
で提供します。

職業能力開発のため、求職者
支援訓練や公共職業訓練の
情報をホームページで提供しま
す。

再認定、及び新規に認定農業
者申請・相談の為に来庁され
た方を対象に、家族経営協定
についての説明を実施しまし
た。
平成29年度認定農業者数 47
件
第1回　9件
第2回　7件
第3回 17件
第4回 14件　計 47件

11月11日(土)に三重県男女
共同参画センターで開催され
た「農山漁村のつどい」につい
ての情報提供を課カウンターで
行い、来庁者へ参加をお願い
しました。

認 定 農 業
者制度、家
族 経 営 協
定活用等の
促進

農林振興課

職業能力開発のため、求職者
支援訓練や公共職業訓練の
情報をホームページで提供しま
す。

認定農業者・認定新規就農者
制度申請者に対して家族経営
協定制度等について詳細説明
を実施します。
伊賀農業女性ネットワーク等を
通じて女性認定農業者等を支
援することを目的に、所管する
県伊賀農業改良普及センター
と協働し、「農山漁村のつどい」
等への農業者の参加を促進し
ます。

商工会や商工会議所が実施
する企業セミナーなどの情報を
ホームページや広報「いが市」
で提供します。

10



　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策２　雇用における男女共同参画の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

事
業
番
号

具体的施策 事業名 担当課事業の概要 指標

事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画 実施事業の内容、効果・課題

Ｂ Ｂ

６　女性の再
チャレンジ支援

12

再 就 職 支
援

人権政策課

再就職を目指し、何をどんな風
に計画を立てていくかを考える
ヒントになる講座「夢をかたちに
～多様な働き方とキャリアプラ
ンニング」を開催しました。（参
加者:６名）
また、社会福祉協議会で実施
している再就職に関する相談
や、講座に関する情報を提供し
ました。

いが若者サポートステーション
等と協力し、再就職に関する情
報を提供します。また、働き続
けるための能力向上のセミナー
も開催します。

県や関係機関と連携して、再
就職に関する相談や、教育訓
練に関する情報提供を行いま
す。

ファイナンシャルプランナーの
資格を持つ講師を招き、再就
職セミナーを開催します。ま
た、再就職に関する情報を提
供します。

11



　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策３　地域社会での男女共同参画の促進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

15% 15% 16% 30%

Ｂ Ｂ

地域活動の方針決定過程への
女性の参画を働きかける為に、
研修会や講演会の情報提供を
行います。

13.8% 14.6%

７　社会活動・
地域活動にお
ける男女共同
参画の推進

13

住 民 自 治
協議会等に
おける男女
共同参画の
推進

指標

住民自治協議会等に対し、地
域の意思決定の場へ女性が参
画することを促進し、そのため
の研修会や講座などの情報提
供を行います。
また、女性の参画率などの情
報収集をします。

住民自治協
議会運営委
員の女性の
参画率

地域づくり推
進課

人権政策課

事業実施計画

地域活動の方針決定過程への
女性の参画を働きかける為に、
研修会や講演会の情報提供を
行います。

住民自治協議会等での女性役
員の登用を依頼します。また、
男女共同参画に関する講座開
催の情報を、文書やチラシで提
供します。
女性が参画するためには、男
性の理解とサポートが不可欠な
ため、みんなを活かす男性リー
ダー養成連続講座「こんな男
がいてもいいじゃないか塾」を開
催し、積極的な参加を促しま
す。

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

住民自治協議会等での女性役
員の登用を依頼します。また、
男女共同参画に関する講座開
催の情報を、文書やチラシで提
供します。
女性が参画するためには、男
性乗り合いとサポートが不可欠
なため、みんなを活かす男性
リーダー養成連続講座「こんな
男がいてもいいじゃないか塾」を
開催し、積極的な参加を促しま
す。

住民自治協議会に対し、各種
研修会や講演会の開催情報を
提供するとともに、女性活躍推
進交付金を交付することによ
り、地域での女性の参画の促
進を図りました。

【効果】
地域まちづくり計画に女性の活
躍推進に向けた取り組みを盛り
込むことにより、女性の参画を
促す機会となりました。

【課題】
住民自治協議会運営委員の
女性の参画率は低いため、引
き続き、女性参画のための情
報提供を行います。

男女共同参画に関する講座開
催の情報を、文書やチラシで提
供しました。
みんなを活かす男性リーダー
養成連続講座「こんな男がいて
もいいじゃないか塾」を開催しま
した。第１期生として、１８人の
修了生が「みんなを活かし隊」
として誕生しました。男女共同
参画の視点でアドバイスできる
人材として住民自治協議会で
の活躍を期待し、住所地の住
民自治協議会へ修了生の報
告をしました。
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　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策３　地域社会での男女共同参画の促進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

指標

事業実施計画

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

56 56 57 60

54 56

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

８　防災におけ
る男女共同参
画の促進

総合危機管
理課

避難所の運営にあたり、男女の
ニーズの違いや男女双方の視
点に配慮するよう、啓発してい
きます。

総合危機管
理課

災害が起こったときのために予
め備蓄する物資について、男
女のニーズを反映した内容に
なるよう配慮します。

地区の住民が避難所運営に関
する訓練を通じて、女性や
LGBTの方にも配慮した避難所
運営ができるよう啓発します。

備蓄品の見
直し

男女共同参画ネットワーク会議
と市との共催でフォーラムを開
催し、男女共同参画の機運を
醸成するとともに、広く市民に
会議の活動内容を周知しま
す。また、さまざまな活動を通し
て地域の核となる人材を育成し
ます。

男女共同参画フォーラム「いき
いき未来いが2017」を開催しま
した。
日時：6月17日(土）午前11時
～午後4時
場所：あやま文化センター
○口演会
創作落語：「じぇんだー・はらす
めんと」・歌・ミニ講座
参加者数:367人

引き続き、男女共同参画社会
実現に向けて、取り組んでいく
必要があります。

９　女性のエン
パワーメント

ネットワーク会議会員が主体と
なって行うフォーラムの実行委
員会や研修等の活動を通し
て、地域活動の核となる人材を
育成します。

人権政策課

NPO団体等
との協働体
制の確立

人権政策課

男女共同参画ネットワーク会議
会員や、市内で活躍するNPO
団体等との協働を図ります。

男女共同参画ネットワーク会議
と協働で、男女共同参画フォー
ラムや、助産師の林みち子さん
を講師に交流会を開催しまし
た。また、ＮPO団体と協働で作
成した女性の地域活動への参
加を促進するためのパンフレット
を積極的に活用し、啓発を行い
ました。

男女共同参
画ネットワー
ク会議加入
数

NPO団体等と市が協働して、講
座事業や啓発活動を実施しま
す。

少量・飲料水は基より、日常的
に必要な衛生用品等を考慮し
て備蓄品を購入します。

７　社会活動・
地域活動にお
ける男女共同
参画の推進

14

16

15

17

避難所などの一時的な生活環
境について、市民の不安や軽
減に繋がりました。被災期間が
長期間となった際、多様な需
要への対応が課題です。

５地域で住民主体となった避
難所運営の訓練（HUG）等を実
施し、避難所運営における性
別的配慮の必要性に気づいて
もらうよう参加者に啓発しまし
た。避難所においての各自のプ
ライバシイーの保護についての
配慮が必要とされました。

男 女 共 同
参画の視点
を取り入れ
た避難所運
営の推進

男 女 共 同
参 画 ネ ッ ト
ワーク会議
の充実

NPO団体等と市が協働して、講
座事業や啓発活動を実施しま
す。

地区の住民が避難所運営に関
する訓練を通じて、女性や
LGBTの方にも配慮した避難所
運営ができるよう啓発します。

食料・飲料水は基より、日常的
に必要な衛生用品等を考慮し
て備蓄品を購入します。

男女共同参画ネットワーク会議
と市との共催でフォーラムを開
催し、男女共同参画の機運を
醸成するとともに、広く市民に
会議の活動内容を周知しま
す。また、さまざまな活動を通し
て地域の核となる人材を育成し
ます。

13



　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策３　地域社会での男女共同参画の促進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

指標

事業実施計画

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

B B

60人
１２０人
（60人）

１２０人
（60人）

３００人

77人
１６２人
（８５人）

A A

女性のリー
ダー養成講
座の開催

人権政策課

女性が、社会のあらゆる場面で
能力を発揮できるよう、エンパ
ワーメントを高めるための講座
を開催します。

女性リーダー養成連続講座修
了生を対象とした講座、一般女
性や働く女性向けの講座を開
催しました。学習の機会を提供
することで、自身のスキルアッ
プにつなげることができました。

9月20日：男性も参加できる、
男女一緒に気づいて広がる発
見講座 南米編「～海外から
ジェンダーを考える～」
参加者：４１名

12月12日：エンパワーメント講
座として、「女性のためのさわや
かで積極的な自己表現トレー
ニング」
参加者：１４名

2月1日：健康講座として「女性
のための健康とストレス対処
法」
参加者：１６名

3月2日：クローバーカレッジ修
了生対象のサポート講座「あな
たの力を地域に活かすⅡ」
参加者：１４名

「男性リーダー養成連続講座」
修了生にも人材バンクへの登
録を促しました。人材バンク登
録者数は95名となりました。
また、審議会等委員への登用
を推進するため、全庁に活用
のPRを行いました。
人材バンクＰＲをさらに強化し、
活用促進を図っていく必要があ
ります。

いろいろな能力や資格等を持
つ人材を集めて人材バンクに
登録します。また、その人材を
審議会等委員への登用につな
げるほか、各分野で活用できる
ように支援します

女性の エン
パワーメント
に関する研
修等の延べ
受講者数

９　女性のエン
パワーメント

いろいろな能力や資格等を持
つ人材を集めて人材バンクに
登録します。また、その人材を
審議会等委員への登用につな
げるほか、各分野で活用できる
ように支援します

女性リーダー養成連続講座修
了生を対象としたサポート講座
を開催し、更なるリーダーの育
成をめざします。
また、対象者を絞り、女性のエ
ンパワーメント講座や論理的な
考え方を学ぶロジカルシンキン
グ講座を開催します。

18 人権政策課

いろいろな能力や資格等を持
つ人材を登録した人材バンクに
ついて、より広い分野からの登
録者が増えるよう促し、またそ
の人材を各分野で活用できる
よう支援します。

19

女性リーダー養成連続講座修
了生を対象としたサポート講座
を開催し、更なるリーダーの育
成をめざします。
また、対象者を絞り、女性のエ
ンパワーメント講座やライフス
テージの変化に対応するため
の健康の講座を開催します。

人材バンク
の充実と活
用

14



　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策３　地域社会での男女共同参画の促進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

指標

事業実施計画

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

A A

C B

県などの関係機関と連携し、起
業を志す女性に対して、起業
に関する知識等を習得できる
講座等の学習機会の提供を行
うことにより、支援を行います。

女性職員の企画・政策立案能
力の向上に繋がると考えられる
自治大学校、市町村アカデ
ミー及びJIAM（全国市町村国
際文化研修所）などが実施す
る女性リーダー研修等につい
て、監督職（主査、係長、主
幹）の職にある女性職員を中心
に積極的に募集を行います。
また、受講意欲向上のため、所
属長による働きかけを促進しま
す。

起業を支援するセミナーや講
習会の開催情報をホームペー
ジや広報「いが市」で提供しま
す。

女性職員の企画・政策立案能
力の向上に繋がると考えられる
自治大学校、市町村アカデ
ミー及びJIAM（全国市町村国
際文化研修所）などが実施す
る女性リーダー研修等につい
て、監督職（主査、係長、主
幹）の職にある女性職員を中心
に積極的に募集を行います。
また、受講意欲向上のため、所
属長による働きかけを促進しま
す。

９　女性のエン
パワーメント

21

女性の能力
向上・ スキ
ル アッ プの
ための支援

女性が政策や方針決定の場に
参画できるよう、能力向上や
キャリア形成に向けた支援を行
います。

商工労働課

下記研修の受講希望者を募集
しました。[※参加実績がある研
修のみ月日、受講者数（内女
性）を記載]
◆自治大学校：「一般研修　第
2部課程（第180期または第
181期）」、「一般研修　第1部・
第2部特別課程（第34期 地方
公務員女性養成支援プロジェ
クト）」
◆市町村アカデミー「管理職を
めざすステップアップ講座」、
「女性リーダー研修」
◆JIAM：「女性リーダーのため
ののためのマネジメント研修」
11月27日～12月1日　1名
◆三重県市町総合事務組合：
「リーダー研修Ⅰ」「リーダー研
修Ⅱ」
政策形成や企画立案の向上を
目的とした研修の受講生募集
にあたっては、女性職員に対し
て、積極的な受講を働きかけ
ました。
特に、女性監督職を対象に募
集を行っている研修には、今後
も研修へ積極的に参加しやす
い職場づくりや募集方法を工夫
する必要があります。

人事課

商工会主催「創業スタートアッ
プセミナー、創業スクール」や
三重大学主催「産学官連携セ
ミナーなどの開催情報をホーム
ページや広報「いが市」で提供
しました。

20

起業を支援するセミナーや講
習会の開催情報をホームペー
ジや広報「いが市」で提供しま
す。

起業を支援
する情報提
供及び必要
な知識等の
獲得機会の
提供

15



　　　基本目標Ⅰ　あらゆる分野における男女共同参画

　　　基本施策３　地域社会での男女共同参画の促進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

指標

事業実施計画

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

Ｂ Ｂ

能力向上のためのマネジメント
講座を開催します。

９　女性のエン
パワーメント

21

女性の能力
向上・ スキ
ル アッ プの
ための支援

女性が政策や方針決定の場に
参画できるよう、能力向上や
キャリア形成に向けた支援を行
います。

人権政策課

さわやかで積極的な自己表現
トレーニングの講座を開催しま
す。

下記の講座を開催しました。12
月12日：エンパワーメント講座と
して、「女性のためのさわやかで
積極的な自己表現トレーニン
グ」
参加者：１４名

2月1日：健康講座として「女性
のための健康とストレス対処
法」
参加者：１６名

16



　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策４　男女共同参画を実現するための意識づくり

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

ー ー ー ５５％超

C B

B B

B B

人啓発地区草の根推進会議
が行う講演会や地区別懇談会
等において、固定的性別役割
意識の解消に向けて啓発を行
います。また、男女共同参画の
研修等への参加を促します。

開催予定地区数　総数：110
本庁（上野）：30
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：10
大山田支所：24
青山支所：10

人権問題地区別懇談会を開
催して女性の人権について啓
発を行いました。また、男女共
同参画の研修等への参加を促
しました。参加者数を増やすこ
とが今後の課題です。開催地
区数：８地区

人権啓発地区別懇談会や講
演会（学習会）において、全体
のテーマが男女共同参画の推
進でなくても、課長や担当者が
出席したものについては、伊賀
市で作成した男女共同参画推
進のパンフを参加者全員に配
布し、課長や市担当の挨拶の
中で、パンフレットにふれ、ハタ
ラキカタ改革や男女共同参画
の推進をしました。

開催地区実績　総数：105
本庁（上野）：25
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：10
大山田支所：24
青山支所：10

指標

島ヶ原支所
振興課

人権地区別懇談会の事前学
習会であるリーダー研修会や
固定的役割意識の解消に向け
て啓発を行い、中間報告会等
で男女共同参画の研修会等へ
の参加を促しました。

対象区：28区

実施事業の内容、効果・課題

「男は仕事」
「女は家事･
育児・介護」
と 思 わ な い
市民意識の
割合

事業実施計画

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

人権政策課

伊賀支所振
興課

１０　男女共
同参画の視
点に立った
慣行等の見
直し

22

地 域 団 体
等に対する
慣行等の見
直しの啓発

事
業
番
号

人権問題地区別懇談会を通し
て、地域における社会通念・慣
習等の見直しについて啓発しま
す。

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

人啓発地区草の根推進会議
が行う講演会や地区別懇談会
等において、固定的性別役割
意識の解消に向けて啓発を行
います。また、男女共同参画の
研修等への参加を促します。

開催予定地区数　総数：110
本庁（上野）：30
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：10
大山田支所：24
青山支所：10

17



　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策４　男女共同参画を実現するための意識づくり

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

B B

B B

人啓発地区草の根推進会議
が行う講演会や地区別懇談会
等において、固定的性別役割
意識の解消に向けて啓発を行
います。また、男女共同参画の
研修等への参加を促します。

開催予定地区数　総数：110
本庁（上野）：30
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：10
大山田支所：24
青山支所：10

阿山地域内（玉滝地域）を対
象に、人権啓発地区別懇談会
を開催しました。
○参加者：49名（11/24）、61
名（11/29）

○今年度は玉滝地域での開催
であった。地域からの要望によ
り、複数区をまとめて開催した。
懇談会そのものは活気があり意
見交換も盛んであったが、今後
他の地域でも同様の一括開催
が求められる可能性がある。

阿山支所振
興課

「男は仕事」
「女は家事･
育児・介護」
と 思 わ な い
市民意識の
割合

１０　男女共
同参画の視
点に立った
慣行等の見
直し

22

地 域 団 体
等に対する
慣行等の見
直しの啓発

人権問題地区別懇談会を通し
て、地域における社会通念・慣
習等の見直しについて啓発しま
す。

大山田支所
振興課

人啓発地区草の根推進会議
が行う講演会や地区別懇談会
等において、固定的性別役割
意識の解消に向けて啓発を行
います。また、男女共同参画の
研修等への参加を促します。

開催予定地区数　総数：110
本庁（上野）：30
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：10
大山田支所：24
青山支所：10

【実施事業の内容】
人権啓発地区別懇談会を実
施しました。
開催地区数：２５区
参加者数：４０２人
内容：両親から聞いた結婚差
別の現実を通して、娘として、
女性として、母としての生き様
から、人権侵害と向き合うしな
やかさを学んだ。
ＤＶＤ視聴のあと、グループ討
議

【効果・課題】
ＤＶＤの内容からの問題提起
を、各ファシリテーターが「女性
から見た部落差別」も含め、討
議内容に絡めて進めた。
比較的若い年齢層からの参加
もあり、参加者数は減少したが
グループ討議は活発に行われ
た。

18



　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策４　男女共同参画を実現するための意識づくり

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

Ｂ Ｂ

人啓発地区草の根推進会議
が行う講演会や地区別懇談会
等において、固定的性別役割
意識の解消に向けて啓発を行
います。また、男女共同参画の
研修等への参加を促します。

開催予定地区数　総数：110
本庁（上野）：30
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：10
大山田支所：24
青山支所：10

「男は仕事」
「女は家事･
育児・介護」
と 思 わ な い
市民意識の
割合

１０　男女共
同参画の視
点に立った
慣行等の見
直し

22

地 域 団 体
等に対する
慣行等の見
直しの啓発

人権問題地区別懇談会を通し
て、地域における社会通念・慣
習等の見直しについて啓発しま
す。

青山支所振
興課

人啓発地区草の根推進会議
が行う講演会や地区別懇談会
等において、固定的性別役割
意識の解消に向けて啓発を行
います。また、男女共同参画の
研修等への参加を促します。

開催予定地区数　総数：110
本庁（上野）：30
伊賀支所：28
島ヶ原支所：8
阿山支所：10
大山田支所：24
青山支所：10

人権啓発地区別懇談会を実
施しました。
開催地区数：10　（１自治協）
参加者数：284人
内容：効果「子どもたちの間で、
障がい者を差別する用語を
使った発言が多発しています
が、なぜなのでしょうか」、「みん
なが気持ちよく暮らしていく地域
にしていくためには、どんなこと
ができるでしょうか」の２つの設
問でグループ討議を行い、参
加者からは「様々な気付きが
あった」、「気軽に話し合いがで
きて良かった」等の感想をいた
だきました。また、総括では「部
落差別解消推進法」、「ＡＬＬＹ
（アライ）」の取り組みに触れ、
グループ討議での気付きは多
様性を尊重するまちづくりに繋
がっていくこともお伝えしました。
課題：幅広い年代の参加の区
がある一方、毎回、同じ参加者
の区もあり、参加の呼びかけ手
法を検討していきます。
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策４　男女共同参画を実現するための意識づくり

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

Ａ Ａ

Ａ Ａ

男女共同参画センター情報紙
「きらきら」を年4回発行し、市
内全戸へ回覧、また、本庁・支
所・地区市民センター各窓口に
設置します。

三重県内男女共同参画連携
映画祭を実施し、上映前にプレ
トークを行い、参加者に男女共
同参画の視点で映画を観ても
らえるよう促します。
上映作品：ズートピア

ﾒﾃﾞｨｱ等から受け取る情報を、
男女共同参画の視点で読み解
く力を身につける講座を開催し
ます。

１１　男女共
同参画の視
点での情報
発信・活用
力の育成

市民ボランティアスタッフの企
画編集による情報紙「きらきら」
を発行し、市内配布による啓発
を行います。

24

情 報 の 理
解・判断力
を高める講
座の開催

人権政策課

23

男 女 共 同
参 画 セ ン
ター情報紙
の発行

人権政策課

男女共同参画センター情報紙
「きらきら」編集員と共同で、5
月・8月・11月・2月に発行し、
市内全戸へ回覧、また、本庁・
支所・地区市民センター各窓
口に設置しました。読者に興味
を持って読んでもらえるよう、文
章構成等を工夫し発行に努め
ます。

男女共同参画センター情報紙
「きらきら」を年4回発行し、市
内全戸へ回覧、また、本庁・支
所・地区市民センター各窓口に
設置します。

三重県内男女共同参画連携
映画祭を実施し、上映前にプレ
トークを行い、参加者に男女共
同参画の視点で映画を観ても
らえるよう促します。
上映作品：女たちの都～ワッゲ
ンオッゲン～

三重県内男女共同参画連携
映画祭2017を開催しました。
日時：平成29年9月9日（土）
      午後2時～午後4時
場所：あやま文化センター
参加者数：192人
上映作品：「女たちの都～ワッ
ゲンオッゲン～」
男女共同参画の意識啓発のた
めに、プレトークを行いました。
アンケートでは97％の方が良
かったと回答し、女性の力を
もっと活用していこう、力強く元
気をもらったという声も多く寄せ
られました。
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策４　男女共同参画を実現するための意識づくり

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

B B

B B

平易な文章表現を用い、市民
にわかりやすく親しまれる紙面
づくりをめざすため策定した「広
報いが市編集方針」に基づき、
広報掲載依頼原稿について、
固定的性別役割分担意識に
よって表現されていないか、文
言や挿入イラスト等の確認を徹
底しました。

広報「いが市」掲載依頼原稿に
ついて、固定的性別役割分担
意識によって表現されていない
か、文言や挿入イラスト等の確
認を徹底します。

三重県任命立入調査員の協
力を得て、伊賀市内の書店、
パチンコ店等を巡回し、有害環
境浄化活動を実施します。今
後も有害な図書類が一般書店
と同等に陳列販売されることの
ないよう継続して書店に要請し
たり、注意喚起を続けていく必
要があります。
青少年センターを中心に定期
的に街頭補導等を実施してい
るため、補導数は減少傾向に
あります。平成29年度活動は
補導回数延べ315回、補導員
数延べ８８４人でした。

26 広聴情報課

男女平等、男女共同参画の視
点に立って、市広報紙の記事
内容を点検します。

１１　男女共
同参画の視
点での情報
発信・活用
力の育成

25

青 少 年 健
全 育 成 事
業の推進

人権、男女共同参画の視点
で、青少年を有害環境から守
るための取り組みを推進しま
す。

市広報紙に
おける表現
の点検

広報「いが市」掲載依頼原稿に
ついて、固定的性別役割分担
意識によって表現されていない
か、文言や挿入イラスト等の確
認を徹底します。

青少年に有害な環境点検のパ
トロールを三重県任命立入調
査員の協力を得て、一部のコン
ビニエンスストア・書店・小売店
へ出向き有害な図書類の陳列
方法について協力を依頼しま
す。また、青少年センターを中
心に定期的に街頭補導等を実
施します。

生涯学習課

青少年に有害な環境点検のパ
トロールを三重県任命立入調
査員の協力を得て、コンビニエ
ンスストア・書店・小売店へ出
向き有害な図書類の陳列方法
について協力を依頼します。ま
た、青少年センターを中心に定
期的に街頭補導等を実施しま
す。

21



　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策４　男女共同参画を実現するための意識づくり

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

Ａ Ａ

B B

人権政策課

女性弁護士による女性法律相
談を関係機関と連携し、毎月
（年12回）実施します。

女性が抱える問題についての
相談を受け、DV等の緊急性が
高い場合は警察等関係機関と
連携し、必要であれば保護など
も行いました。母子家庭及び父
子家庭からの貸付等の相談を
受けたり、ハローワークと連携し
て就労支援を行うなど、自立の
促進を図りました。子どもの養
育等に関する相談や、虐待等
の相談を受け、児童相談所等
の関係機関と連携し、家庭訪
問を行うなどにより家庭を支援
しました。また、支援体制強化
のためこども女性総括相談員
を１名配置しました。

要保護児童及びDV被害者へ
の支援体制を強化するためこ
ども女性総括相談員１名を配
置するとともに、女性相談員１
名、母子･父子自立支援員１
名、家庭児童相談員２名を配
置し、困難な状況をかかえる女
性やひとり親家庭などからの相
談を受け、女性相談所、ハロー
ワーク、児童相談所等の関係
機関と連携しながら支援を行い
ます。

女性弁護士による女性法律相
談を開催し、相談希望者がい
なかった月を除き年11回実施
しました。
○相談件数：延べ ３５人
関係機関と連携しながら全相
談希望者に法的知識を提供す
ることで困難な問題を抱える女
性を支援しました。

27

人権相談の
充実

困難をかかえる人々に対して、
関係機関と連携し、人権尊重
の観点に立った相談や支援を
行います。

こども未来
課

女性弁護士による女性法律相
談を毎月（年12回）実施しま
す。

女性相談員１名、母子・父子
自立支援員１名、家庭児童相
談員２名を配置し、困難な状
況をかかえる女性やひとり親家
庭などからの相談を受け、女性
相談所、ハローワーク、児童相
談所等の関係機関と連携しな
がら支援を行います。

１２　様々な
困難をかか
える人々へ
の対応

22



　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策５　保育・学校教育・生涯学習等における男女共同参画の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

B B

B B

B B

75% 88% 90% 90%

87% 89%

Ａ B

すべての学校で、発達段階に
応じたキャリア教育を推進しま
した。31校が性別にこだわるこ
となく、何をしたいのかどんな仕
事に就きたいのかを大事にした
進路指導を実施しました。すべ
ての中学校(10校)で、連続す
る5日間（30時間）＜事前・事
後指導含む＞の職場体験を実
施しました。また、すべての小
学校(21校)で、職場見学や職
業調べなどを実施しました。

すべての保育所（園）、幼稚園
で各種研修会や各年齢別部
会等で実践交流を行います。
また、それに基づき園内研修の
場で還流して活用することによ
り意識啓発や職員間における
指導方法等の共有化を図りま
す。

すべての学校において、各教
科・道徳・特別活動・総合的な
学習の時間をはじめ、教育活
動全体を通じて、「男女共同参
画」をテーマにした教材を活用
し、人として豊かに生きることを
求めた教育活動を実践しま
す。

すべての学校で、「 男女がお
互いを尊重する人権教育を行
う。」「 一人ひとり主体性を大切
にした男女共同参画の意識を
育む。」「性別による固定的な
見方を取り除いて、個人の能力
や関心に応じた進路選択を支
援する。」といった視点で教育
を実践し、男女共同参画につ
いて理解を深めています。

性別にこだわることなく、発達段
階に応じたキャリア教育を推進
します。

職場体験を
通して 自分
の生き方や
進 路 を 深 く
見つめ直す
ことができた
生徒の割合

すべての学校において、児童・
生徒が男女がともに社会をつく
ることの大切さに気づき、その
ために自分が出来ることをしよ
うとする姿勢を養えるよう研究
を推進しました。

すべての学校において、児童・
生徒が男女がともに社会をつく
ることの大切さに気づき、そのこ
とを実践できるようにするため
に、校内研修による意識啓発
や、教員間における指導方法
の共有化をはかります。

30

職場体験、
ボランティア
等の体験活
動の充実

すべての学校において、性別
にこだわることなく、将来どのよ
うな仕事に就きたいのか、どの
ような生き方をしたいのかを見
つけることを大事にしたキャリア
教育を推進します。

学校教育課29

特色ある学
校 教 育 事
業の推進

学校教育課

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

すべての学校において、「総合
的な学習の時間」「特別活動」
「道徳」等の時間を活用し、男
女共同参画をテーマにした教
育の実践を行います。

事
業
番
号

保育幼稚園
課

１４　学校生
活を通した
男女共同参
画の浸透

１３　子ども
のころからの
男女平等の
保育・教育
の推進

28

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

男女平等の
保育・教育
に関する研
究の推進と
研修の充実

すべての学校で、男女共修で
行う授業や、実践交流を行い
ます。また、男女平等の保育の
研究を推進し、園内研修等に
よる意識啓発や、保育士間に
おける指導方法等の共有化を
図ります。

学校教育課

すべての保育所（園）、幼稚園
で各種研修会や各年齢別部
会等で実践交流を行います。
また、それに基づき園内研修の
場で活用することにより意識啓
発や保育士間における指導方
法等の共有化を図ります。

すべての学校において男女が
ともに社会をつくることの大切さ
に気づき、そのために自分が出
来ることをしようとする姿勢を養
います。

すべての学校において、各教
科・道徳・特別活動・総合的な
学習の時間をはじめ、教育活
動全体を通じて、「男女共同参
画」をテーマにした教材を活用
し、人として豊かに生きることを
求めた教育活動を実践しま
す。

性別にこだわることなく、発達段
階に応じたキャリア教育を推進
します。

すべての保育所（園）幼稚園で
各種研修会や実践交流を行
い、保育所（園）での男女平等
の保育に生かすことができまし
た。保育士間における指導方
法や意識にばらつきがないよう
園内研修等を活用して、共有
化を図る必要があります。

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策５　保育・学校教育・生涯学習等における男女共同参画の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

Ｂ B

B B

Ｃ B

Ｂ Ｂ

男女共同参画フォーラムいき
いき未来いが201７をはじめ、
女性向けや男性向け、高齢者
向けなどの講座等を開催しまし
た。
性別・年代に関係なく、様々な
方に参加していただき、男女共
同参画推進の啓発につながり
ました。
講座によっては、参加人数が
少なかったものもあり、参加者
を増やすことが課題です。
男性リーダーの養成を目標に
「こんな男がいてもいいじゃない
か塾」を開催し１８人の修了生
「みんなを活かし隊」が誕生しま
した。

女性管理職の受験者数が増え
るよう働きかけます。

市教育委員会及び管理職から
該当者に受験を呼びかけまし
た。その結果前年度より１名増
加しました。

勤労体験を通して、勤労を尊
ぶ心と男女が協力して自主的
に行動しようとする態度を育成
します。

男女共同参画フォーラムをはじ
め、女性向けや高齢者向け、
男性向け講座等を開催しま
す。
内容：いろんな年齢層を対象に
したテーマで講座等を開催し、
男女共同参画について広く市
民に学習する機会を提供しま
す。
男女共同参画を進めるうえで
男性の理解とサポートが不可
欠なため、平成２９年度より、３
年間で４５人の男性リーダーの
養成を目標に「こんな男がいて
もいいじゃないか塾」を開催しま
す。

性別にこだわることなく、教職員
個々の適性を尊重した校務分
掌を決定します。

年度当初に、個々の適性を大
事にした校務分掌の決定につ
なげることができています。以
前は男性教員に固定化されが
ちであった小学校の高学年担
任や体育主任、教務主任、中
学校での生徒指導主任への女
性人材の活用が進んでいま
す。

31

学校生活の
役割におけ
る男女共同
参画の浸透

学校教育課

すべての学校で、清掃･給食当
番や委員会活動等の日常の
学校生活を通して、男女が協
力して自主的に行動しようとす
る態度を培います。

すべての学校で、性別にこだわ
ることなく、教職員個々の適性
を尊重した校務分掌に就くこと
を推進します。

日常の清掃・給食当番、委員
会活動などのあらゆる場面で、
学校・学級の一員としてどう活
動していくのかを子どもたちに絶
えず考えさせることにより、男女
の性差をこえた日常的な活動
ができるようになってきていま
す。

性別にこだわることなく、教職員
個々の適性を尊重した校務分
掌を決定します。

１４　学校生
活を通した
男女共同参
画の浸透

学校教育課

教育現場で女性が管理職にな
ることの意義をふまえ、女性教
員が積極的に管理職試験を受
験するよう働きかけます。

職員の校務
分担におけ
る男女共同
参画の推進

33

女 性 教 員
への管理職
試験の受験
推奨

34

32

人権問題地区別懇談会等に
おいて、引き続き男女共同参
画をテーマに取り上げ、学習を
進めます。また、男女共同参
画ﾌｫｰﾗﾑや男女共同参画を
テーマとした講座やワークショッ
プを開催し、市民の学習機会
を提供します。

人権政策課

１５ 男女共
同参画社会
の実現に向
けた生涯学
習の推進

講座等を通
じた男女共
同参画の学
習

学校教育課

勤労体験を通して、勤労を尊
ぶ心と男女が協力して自主的
に行動しようとする態度を育成
します。

女性管理職の受験者数が増え
るよう働きかけます。

男女共同参画フォーラムをはじ
め、女性向けや高齢者向け、
男性向け講座等を開催しま
す。
内容：いろんな年齢層を対象に
したテーマで講座等を開催し、
男女共同参画について広く市
民に学習する機会を提供しま
す。
男女共同参画を進めるうえで
男性の理解とサポートが不可
欠なため、新しい取り組みとし
て、３年間で４５人の男性リー
ダーの養成を目標に「こんな男
がいてもいいじゃないか塾」を開
催します。
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策５　保育・学校教育・生涯学習等における男女共同参画の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

A B

Ｂ Ｂ

男女共同参画推進セミナーを
開催します。
内容・男女共同参画社会づくり
に向けての意識の浸透を図り、
性別による固定的役割分担意
識の解消を目指します。

開催予定数
伊賀支所：1
（参加見込数：８０名）
島ヶ原支所：１
（働く女性の経験を内容とした
講演）
阿山支所：１
大山田支所:２
青山支所：１

34

人権問題地区別懇談会等に
おいて、引き続き男女共同参
画をテーマに取り上げ、学習を
進めます。また、男女共同参
画ﾌｫｰﾗﾑや男女共同参画を
テーマとした講座やワークショッ
プを開催し、市民の学習機会
を提供します。

１５ 男女共
同参画社会
の実現に向
けた生涯学
習の推進

伊賀支所振
興課

島ヶ原支所
振興課

「２０代男子の本音トーク」と題
して、フレンテ三重から講師を
招き、男女共同参画セミナーを
実施しました。講師が地元の若
い男性保育士、男性看護師に
話を聞くという手法で性別によ
る固定的役割分担意識の解消
に取り組みました。
当日は悪天候で路面が凍結し
ており、参加を見合わせたいと
の連絡がある中、参加いただい
たのは自治会役員等の６０代
男性がほとんどでした。自治会
の影響力の強さと自治会運営
が男性の一部の世代に偏って
いることがわかりました。今後女
性の自治会進出を進めていく
ためさらなる取り組みが必要で
す。
伊賀支所　　参加人数４８名

講座等を通
じた男女共
同参画の学
習

男女共同参画推進研修を開
催し、ＮＰＯ法人を設立して地
域活性化のために活動されて
いる講師の講演を通じて、男女
共同参画社会づくりに向けての
意識の浸透を図り、性別による
固定的役割分担意識の解消を
目指しました。

男女共同参画推進セミナーを
開催します。
内容・男女共同参画社会づくり
に向けての意識の浸透を図り、
性別による固定的役割分担意
識の解消を目指します。

開催予定数
伊賀支所：1
　　（参加見込数：８０名）
島ヶ原支所：1
   (働く女性の経験を内容とし
た講演)
阿山支所：1
大山田支所：2
青山支所：1
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策５　保育・学校教育・生涯学習等における男女共同参画の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

Ｂ Ｂ

男女共同参画推進セミナーを
開催します。
内容・男女共同参画社会づくり
に向けての意識の浸透を図り、
性別による固定的役割分担意
識の解消を目指します。

開催予定数
伊賀支所：1
（参加見込数：８０名）
島ヶ原支所：１
（働く女性の経験を内容とした
講演）
阿山支所：１
大山田支所:２
青山支所：１

34

人権問題地区別懇談会等に
おいて、引き続き男女共同参
画をテーマに取り上げ、学習を
進めます。また、男女共同参
画ﾌｫｰﾗﾑや男女共同参画を
テーマとした講座やワークショッ
プを開催し、市民の学習機会
を提供します。

１５ 男女共
同参画社会
の実現に向
けた生涯学
習の推進

阿山支所振
興課

10月6日実施。
男女共同参画社会の実現に向
けて、地域住民・地域内各種
団体等を対象に、講演会を開
催しました。
○講師：服部　亜龍さん（フレン
テみえ）
○演題：「男女共同参画に関
するライフワークバランスについ
て」
○参加者：113名

○アンケートの自由記述欄によ
れば、内容についてはおおむね
好評である。講演会を知った
きっかけとしては「区や自治会
からの市の広報や呼びかけ」が
よく見られるため、自治会等を
通しての広報が重要であると思
われる。

講座等を通
じた男女共
同参画の学
習

男女共同参画推進セミナーを
開催します。
内容・男女共同参画社会づくり
に向けての意識の浸透を図り、
性別による固定的役割分担意
識の解消を目指します。

開催予定数
伊賀支所：1
　　（参加見込数：８０名）
島ヶ原支所：1
   (働く女性の経験を内容とし
た講演)
阿山支所：1
大山田支所：2
青山支所：1
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策５　保育・学校教育・生涯学習等における男女共同参画の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

Ｂ Ｂ

男女共同参画推進セミナーを
開催します。
内容・男女共同参画社会づくり
に向けての意識の浸透を図り、
性別による固定的役割分担意
識の解消を目指します。

開催予定数
伊賀支所：1
（参加見込数：８０名）
島ヶ原支所：１
（働く女性の経験を内容とした
講演）
阿山支所：１
大山田支所:２
青山支所：１

34

人権問題地区別懇談会等に
おいて、引き続き男女共同参
画をテーマに取り上げ、学習を
進めます。また、男女共同参
画ﾌｫｰﾗﾑや男女共同参画を
テーマとした講座やワークショッ
プを開催し、市民の学習機会
を提供します。

大山田支所
振興課

１５ 男女共
同参画社会
の実現に向
けた生涯学
習の推進

【実施事業の内容】
第１回
日時： 平成２９年 ９月２ ７日
（水）
　　　　19：30～21：00
場所：大山田農村環境改善セ
ンター 多目的ホール
講師：三重県男女共同参画セ
ンター（フレンテみえ）専門員
服部 亜龍さん
演題：「自分らしい生き方」のは
なし ～男女共同参画と性的マ
イノリティー～
参加者：９１人

第２回
日時： 平成３０年 ２月２ ４日
（土）
場所：大山田保健センター 栄
養指導実習室
講師：松永 啓子さん
内容：男の料理教室
参加者：１５人

【効果・課題】
性的マイノリティーについて、ま
ずは知ることが大切であると感
じた。知って受け入れること。自
分のジェンダーを他人に押し付
けたり、差異を見つけて攻撃・
排除しないことが大切だと気付
かされた。

講座等を通
じた男女共
同参画の学
習

男女共同参画推進セミナーを
開催します。
内容・男女共同参画社会づくり
に向けての意識の浸透を図り、
性別による固定的役割分担意
識の解消を目指します。

開催予定数
伊賀支所：1
　　（参加見込数：８０名）
島ヶ原支所：1
   (働く女性の経験を内容とし
た講演)
阿山支所：1
大山田支所：2
青山支所：1
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策５　保育・学校教育・生涯学習等における男女共同参画の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

Ｂ Ｂ

男女共同参画推進セミナーを
開催します。
内容・男女共同参画社会づくり
に向けての意識の浸透を図り、
性別による固定的役割分担意
識の解消を目指します。

開催予定数
伊賀支所：1
（参加見込数：８０名）
島ヶ原支所：１
（働く女性の経験を内容とした
講演）
阿山支所：１
大山田支所:２
青山支所：１

34

人権問題地区別懇談会等に
おいて、引き続き男女共同参
画をテーマに取り上げ、学習を
進めます。また、男女共同参
画ﾌｫｰﾗﾑや男女共同参画を
テーマとした講座やワークショッ
プを開催し、市民の学習機会
を提供します。

１５ 男女共
同参画社会
の実現に向
けた生涯学
習の推進

日時：1月18日（木）午後7時
～8時30分　場所：青山福祉
センター
内容：講演会「防災・減災と男
女共同参画～いま気づくこと、
いまできること～」
講師：服部　亜龍さん
参加者数：　38人
昨年より引続き住民自治協議
会との共催で、地域で意識の
高まっている防災・減災を絡め
たテーマで開催しました。男女
共同参画の視点から、発災後
だけでなく今できることは何かを
ご講演いただき、参加者からは
「普段から女性の参画が必
要」、「女性が参画しやすくなる
には、みんなの意識改革が大
事」などの気付きがありました。
課題：参加者が少なかったの
で、開催日時や周知方法を検
討します。

青山支所振
興課

講座等を通
じた男女共
同参画の学
習

男女共同参画推進セミナーを
開催します。
内容・男女共同参画社会づくり
に向けての意識の浸透を図り、
性別による固定的役割分担意
識の解消を目指します。

開催予定数
伊賀支所：1
　　（参加見込数：８０名）
島ヶ原支所：1
   (働く女性の経験を内容とし
た講演)
阿山支所：1
大山田支所：2
青山支所：1
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策５　保育・学校教育・生涯学習等における男女共同参画の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

引き続き、各地区公民館が、
各種サークル活動団体に対
し、男女共同参画について啓
発するとともに、サークル活動
団体内で男女共同参画につい
て取り組んでいる人を通じ、啓
発に努めます。

上野公民館： 引き続き、上野
公民館では、幅広い教養・趣
味的な学習を通して、豊かで
潤いのある生涯を育む取組とし
て開催する連続講座「悠々セミ
ナー」の第4回目に男女共同参
画の講演会を開催します。

阿山公民館：「あやま人権・同
和問題学習講座」で男女共同
参画をテーマとした学習講座を
行います。

このほか各地区公民館が、各
種サークル活動団体に対し、
男女共同参画について啓発す
るとともに、サークル活動団体
内で男女共同参画について取
り組んでいる人を通じ、啓発に
努めました。

34

人権問題地区別懇談会等に
おいて、引き続き男女共同参
画をテーマに取り上げ、学習を
進めます。また、男女共同参
画ﾌｫｰﾗﾑや男女共同参画を
テーマとした講座やワークショッ
プを開催し、市民の学習機会
を提供します。

１５ 男女共
同参画社会
の実現に向
けた生涯学
習の推進

35

サークル活
動を通じた
男 女 共 同
参画の促進

生涯学習課

各地区公民館が、各種サーク
ル活動団体に対し、男女共同
参画について啓発するととも
に、サークル活動団体内で男
女共同参画に取り組んでいる
人を通じ、啓発を進め、特に男
性のサークル活動への参加を
促します。さらに、サークル活
動を通じて得られたことを社会
全体で活かせるよう推進してい
きます。

生涯学習課

上野公民館：上野公民館講座
「第４回悠々セミナー」を実施
し、ブラジルに関わりのある講
師を招き、日本のジェンダーを
考える講座として、５６名の参
加がありました。男女共同参画
を考える機会となりましたが、多
数の方に参加いただくよう更な
る周知・啓発が必要です。

阿山公民館：第3回あやま人
権・同和問題学習講座テーマ
「男女共同参画に関するライフ
ワークバランス」について　講
師：服部亜龍さん　参加者１１
３人　市民一人ひとりが健康
で、やりがいや充実感を持ちな
がら働き、仕事上の責任を果た
すとともに、家庭や地域生活な
どにおいて、子育て期、中高年
期といった人生の各段階に応じ
て多様な生き方ができることな
どを学習しました。

講座等を通
じた男女共
同参画の学
習

上野公民館： 引き続き、上野
公民館では、幅広い教養・趣
味的な学習を通して、豊かで
潤いのある高齢期をはぐくむ取
組として、60歳以上の市民を
対象に開催する連続講座
「悠々講座」の第4回目に男女
共同参画の講演会を開催しま
す。
阿山公民館：｢あやま人権・同
和問題学習講座｣4回のうち1
回を男女共同参画をテーマとし
た学習講座を行います。

引き続き、各地区公民館が、
各種サークル活動団体に対
し、男女共同参画について啓
発するとともに、サークル活動
団体内で男女共同参画につい
て取り組んでいる人を通じ、啓
発に努めます。
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策５　保育・学校教育・生涯学習等における男女共同参画の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

Ｂ Ｂ

本庁や支所で事業の案内チラ
シ等を配布し、また広報やホー
ムページでも事業に関する記
事を掲載しました。
イベント時にアンケート調査を行
いました。
設問：「男は仕事、女は家事・
育児・介護」という考え方に賛
成だ。
回答者数：
いきいき未来いが2017　221
人
男女共同参画連携映画祭
2017　　　　173人
「そう思わない」と答えた人
いきいき未来いが2017　59％
男女共同参画連携映画祭
79％

庁内の窓口や市内のイベント
で、国や県の啓発用チラシや
リーフレットを配布し、情報提供
します。また、講座開催のお知
らせについても、広報「いが市」
や市ホームページを通じて情
報提供します。
市内のイベント開催時にアン
ケートを実施し、市民の意識調
査を行い、男女共同参画に関
する情報を収集します。

36

男 女 共 同
参画に関す
る情報の収
集と提供

人権政策課

国・県・関係機関からの広報
紙、情報紙等を広く提供しま
す。

１６　男女共
同参画の視
点に立った
学習活動の
支援

庁内の窓口や市内のイベント
で、国や県の啓発用チラシや
リーフレットを配布し、情報提供
します。また、講座開催のお知
らせについても、広報「いが市」
や市ホームページを通じて情
報提供します。
市内のイベント開催時にアン
ケートを実施し、市民の意識調
査を行い、男女共同参画に関
する情報を収集します。
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策５　保育・学校教育・生涯学習等における男女共同参画の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事
業
番
号

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

B B

Ｂ Ｂ

人権政策課

上野図書館

男女共同参画センター内の情
報展示スペースに設置した図
書コーナーについて、図書やＤ
ＶＤ類の充実に努めます。ま
た、図書やＤＶＤ類のリストを市
ホームページ等で公開し、研修
や自己啓発等のために、団体
や市民に貸し出します。

男女共同参画に関する資料の
充実に努めるとともに、ホーム
ページの活用などにより、広い
視点から男女共同参画問題を
捉えた情報提供を心がけ、市
民の利用を増やせるよう努めま
す。

今年度DVD貸出件数：1件
今年度本貸出件数：１件
男女共同参画センターの情報
展示スペースに書庫を設置し、
市民の方に書籍等を手に取っ
ていただけるようにしています。
また、市のホームページにDVD
と本の貸し出し一覧を掲載し、
情報を提供しました。男女共同
参画情報紙「きらきら」で新着
図書を紹介しました。
ＤＶＤや本の貸出について、効
果的なＰＲ方法を再考する必
要があります。

「さまざまなテーマから見る人
権問題」と題して、男女共同参
画も含めた蔵書リストを配布し、
ホームぺージでも検索できるよ
うに提供しました。図書購入費
が年々削減傾向にあり、図書
の充実が困難になってきている
のが課題です。

37

男 女 共 同
参画に関す
る図書の充
実

男女共同参画に関する資料を
充実し、ホームページ等で情
報提供して、市民に利用しても
らうよう努めます。

１６　男女共
同参画の視
点に立った
学習活動の
支援

男女共同参画に関する資料を
さらに充実させるとともに、ホー
ムページの活用などにより、広
い視点から男女共同参画問題
を捉えた情報提供を心がけ、
市民の利用を増やせるよう努
めます。

男女共同参画センター内の情
報展示スペースに設置した図
書コーナーについて、図書やＤ
ＶＤ類の充実に努めます。ま
た、図書やＤＶＤ類のリストを市
ホームページ等で公開し、研修
や自己啓発等のために、団体
や市民に貸し出します。
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策６　あらゆる暴力の根絶

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

B B

相談窓口の周知につながりまし
た。今後更に市民に周知できる
方法を検討する必要がありま
す。

内閣府が主唱する11月12日
から25日までの２週間「女性に
対する暴力をなくす運動」の期
間に合わせ、警察署及び関連
部署と連携をとり、ポスターの
掲示やパンフレット等を配布し、
啓発を図ります。

１７　暴力を
許さない社
会への意識
啓発

【実施事業の内容】
ＤＶ防止のための啓発カードを
市民がよく利用する場所に設
置しました。

【効果・課題】
窓口にカードを取りに来られた
方が２人いました。「何かあれば
相談に来てください」と声を掛け
ることができました。

大山田支所
振興課

担当課事業の概要

DV、性犯罪、売買春、人身取
引、セクシュアルハラスメント、
ストーカー行為等、女性に対す
る暴力が人権侵害であることや
暴力が起こる社会的背景につ
いての理解を深めるため、リー
フレット等の配布やパネル展に
より啓発を図ります。

指標

実施事業の内容、効果・課題

こども未来
課

伊賀支所振
興課

計画に基づきフレンテみえ作成
の男女共同参画パネル「男女
共同参画って何？」「20・30歳
代家庭生活に関する調査結
果」を展示しました。
閲覧者１５０名

人権政策課

事業実施計画

内閣府が主唱する11月12日
から25日までの２週間「女性に
対する暴力をなくす運動」の期
間に合わせ、警察署及び関連
部署と連携をとり、ポスターの
掲示やパンフレット等を配布し、
啓発を図ります。

男女共同参画週間にあわせ
て、ＤＶ防止啓発カードなどの
啓発物品の配布やパンフレット
の設置による啓発を行います。

「男女共同参画週間」や「女性
に対する暴力をなくす運動」の
期間にあわせて関連部署と連
携して啓発ポスターやパンフ
レットをショッピングセンターや
地区市民センター、子育て支
援センター等に配布しました。
「作ろう！知ろう！パープルリボ
ン」と題して、パネルを特設し市
民参加により、女性に対する暴
力根絶のシンボルのパープルリ
ボンを作成しました。また、市職
員が名札にパープルリボンを着
用し啓発に努めました。

内閣府が主唱する11月12日
から25日までの２週間「女性に
対する暴力をなくす運動」の期
間に合わせ、関連部署と連携
をとり、ポスターの掲示やパンフ
レット等を配布し、啓発を図りま
す。

男女共同参画週間にパネル展
を行います。
啓発内容：男女共同参画週間
の６月２３日から２９日の間、男
女共同参画をテーマとしたパネ
ル展を行い、フレンテみえ相談
会ついてのパンフレットを設置し
たり啓発物品による周知を促し
ます。

具体的施策 事業名

事
業
番
号

38

女性に対す
る暴力の社
会的認識の
浸透

事業実施計画

男女共同参画週間にあわせ
て、ＤＶ防止啓発カードなどの
啓発物品の配布や、パンフレッ
トの設置による啓発を行いま
す。
また、窓口に相談に来られた方
に対しての対応についても、学
習していきます。

男女共同参画週間にパネル展
を行います。
啓発内容：男女共同参画週間
の６月２３日から２９日の間、男
女共同参画をテーマとしたパネ
ル展を行い、フレンテみえ相談
会ついてのパンフレットを設置し
たり啓発物品による周知を促し
ます。

内閣府が主唱する11月12日
から25日までの２週間「女性に
対する暴力をなくす運動」の期
間に合わせ、関連部署と連携
をとり、ポスターの掲示やパンフ
レット等を配布し、啓発を図りま
す。

2017（平成29年）年度　事業
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策６　あらゆる暴力の根絶

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

担当課事業の概要 指標

実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

具体的施策 事業名

事
業
番
号 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

会議を通じて要保護児童及び
DV対策地域協議会の役割に
ついて理解を深め、関係機関
間の連携の大切さを学び、支
援に活かしました。これからもよ
り多くの関係機関の方に研修等
を通じて周知していく必要があ
ります。

伊賀市要保護児童及びDV対
策地域協議会における会議や
研修会において、DV防止法や
ストーカー規制法についての学
習を行います。

特にデートDVについては、効果
的な啓発・周知方法を検討し
ます。更なる啓発活動に取り組
み、加害者にならないための啓
発が必要であると感じていま
す。

人権侵害落書きに限らず、落
書きが発生した際には、差別落
書きで取り組んだノウハウを活
かしながら、拡散防止を第一
に、なるべく迅速な対応に心が
けます。

昨年伊賀市内で発生した、差
別落書きについて、地域や企
業（事業所）と一緒に、落書き
防止の観点から取り組みまし
た。
庁内対策会議を開催（交通政
策課、建築住宅課、人権政
策・男女共同参画課）
○内容等は、人権侵害対策本
部を通じて情報共有しました。

すべての中学校で、異性を尊
重したり、性に関する適切な態
度や行動の選択が必要である
ことを学習することができていま
す。

性犯罪、売買春、ストーカー
等、について適切な態度や行
動がとれるよう学習を実施しま
す。また、教職員の研修会を実
施します。

１７　暴力を
許さない社
会への意識
啓発

41

42

地域の犯罪
防止に配慮
した環境の
取り組み

全ての中学校で、性犯罪、売
買春、ストーカー等についての
学習会・研修を行います。

公共施設や不特定多数の人
が利用する施設のパトロールを
実施し、性犯罪につながる恐
れのある掲示物や差別落書き
の早期発見、人権侵害の未然
防止に努めます。

性犯罪、売
買 春 、 ス
ト ー カ ー 等
についての
学習機会の
提供と啓発

学校教育課

こども未来
課

ＤＶ防止法やストーカー規制法
に関する国や県からの資料を、
市の窓口に設置します。
また、女性の悩みについての講
座やＤＶ防止セミナーの開催情
報を広く市民に周知し、学習機
会を提供します。

県内各市や三重県男女共同
参画センター「フレンテみえ」が
行う事業についてのチラシ、ま
た相談窓口を記載したパンフ
レット等の設置を行いました。
また、男女共同参画情報紙「き
らきら」にDV防止に関する記事
を掲載し啓発に努めました。
そのほか、パープルリボンイベン
トも実施し、広く市民に周知しま
した。

人権政策課

こども未来
課

人権政策課

NPO団体及び教育現場と協働
して、法的知識の学習機会を
提供します。

人権政策課

伊賀市要保護児童及びＤＶ対
策地域協議会における会議や
研修会において、ＤＶ防止法や
ストーカー規正法についての学
習を行います。

40

加害者にな
ら ないため
の啓発

NPO団体及び教育現場との協
働によるデートＤＶの啓発をはじ
め、加害者にならないための啓
発を図ります。

39

DV防止法、
ス ト ー カ ー
規制法等の
学習機会の
提供

パンフレットを配布するなど、
デートDV防止についての周知
を図り、加害者にならないため
の啓発をします。

ＤＶ防止法やストーカー規制法
に関する国や県からの資料を、
市の窓口に設置します。
また、女性の悩みについての講
座やＤＶ防止セミナーの開催情
報を広く市民に周知し、学習機
会を提供します。

パンフレットを配布し、デートＤＶ
防止についての周知を図り、加
害者にならないための啓発をし
ます。

性犯罪、売買春、ストーカー
等、について適切な態度や行
動がとれるよう学習を実施しま
す。また、教職員の研修会を実
施します。

「差別落書き発生時の対応に
ついて」のマニュアルを職員掲
示板に掲載し周知を図ります。
性犯罪につながる恐れのある
掲示物や差別落書きの早期発
見、人権侵害の未然防止に努
めます。
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策６　あらゆる暴力の根絶

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

担当課事業の概要 指標

実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

具体的施策 事業名

事
業
番
号 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

三重県配偶者暴力相談支援
センターや警察と連絡を密に取
り合いながら情報共有を図り、
適切な支援を行うことができま
した。休日、時間外を含め、緊
急対応を要する相談件数が増
加傾向にあります。

三重県配偶者暴力相談支援
センター（女性相談所）や警察
などの関係機関と連携し、緊急
一時保護や救助活動などの支
援を行います。

市のホームページや広報「いが
市」で、女性法律相談に関する
周知を行いました。

１８　DV(ﾄﾞﾒ
ｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲ
ｵﾚﾝｽ)被害
者に対する
相談の充実
と支援

43

人権政策課

各関係機関と連携して、緊急
一時保護や救援活動などの支
援を行います。

相談体制の
充実

心のケアに配慮し、電話や面
接による相談を気軽にできる体
制を充実します。 こども未来

課

こども未来
課

三重県配偶者暴力相談支援
センター（女性相談所）や警察
などの関係機関と連携し、緊急
一時保護や救助活動などの支
援を行います。

関係部署と密に情報共有する
ことにより、職員間で共通認識
を持ち、被害者をより安全に支
援することができました。

女性弁護士による女性法律相
談を毎月（年12回）実施しま
す。広報「いが市」へ相談日時
のお知らせを掲載します。

関係機関と
連携した具
体的支援の
充実

44

こども女性総括相談員１名、女
性相談員１名を配置し、心のケ
アに配慮しながら電話や面接
による相談を気軽にできる体制
を充実します。毎月「広報いが
市」へ相談日時のお知らせを
掲載します。

女性弁護士による女性法律相
談を毎月（年12回）実施しま
す。広報「いが市」へ相談日時
のお知らせを掲載します。

女性相談員を１名配置し、心の
ケアに配慮しながら電話や面
接による相談を気軽にできる体
制を充実します。毎月広報「い
が市」へ相談日時のお知らせを
掲載します。
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策６　あらゆる暴力の根絶

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

担当課事業の概要 指標

実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

具体的施策 事業名

事
業
番
号 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

特に住民課と密に情報共有し
ながら、全職員間で共通認識
を持ち、被害者をより安全に支
援することの周知徹底ができま
した。

ＤＶやストーカー等被害者の徹
底した保護のため、特に戸籍住
民課と情報を交換・共有しま
す。共通認識のもと支援を行う
ため、関係職員への周知を徹
底します。

１８　DV(ﾄﾞﾒ
ｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲ
ｵﾚﾝｽ)被害
者に対する
相談の充実
と支援

戸籍住民課

ＤＶ，ストーカー等の被害者保
護のための住民基本台帳事務
等における支援措置など窓口
対応について、職員間の認識
を共有し、保護の徹底を図りま
す。

45

ＤＶやストーカー等被害者の徹
底した保護のため、職員間にお
いて情報を交換・共有します。
共通認識のもと支援を行うた
め、関係職員への周知を徹底
します。

被害者の身の安全を優先とし、
迅速に事務処理（住民票、戸
籍の附票及び届書の写しの発
行制限）を行います。
福祉相談調整課・学校教育
課・保険年金課・選挙管理委
員会・収税課等の関係担当課
及び関係市町村と情報を共有
し、被害者を支援するため連携
を図ります。

こども未来
課

窓口対応に
おける被害
者保護の徹
底

被害の報告はなく、安全の確
保が図れました。
支援者数が増加するに伴い、
欠落させることなく関係担当課
に通知し連携を図るための方
法を検討する必要があります。
マイナンバーによる情報連携の
開始により、取り扱いが更に複
雑化する中、加害者に情報が
漏れることがないよう対策を強
化するため、県等と協議する必
要があります。

被害者の身の安全を優先とし、
迅速に事務処理（住民票、戸
籍の附票及び届書の写しの発
行制限、マイナンバーにおける
情報連携の制限）を行います。
こども未来課・学校教育課・保
険年金課・選挙管理委員会・
収税課等の関係担当課及び
関係市町村・県等と情報を共
有し、被害者を支援するため連
携を図ります。
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　　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策６　あらゆる暴力の根絶

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

担当課事業の概要 指標

実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

具体的施策 事業名

事
業
番
号 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

B B

Ｂ Ｂ

B B

Ｂ Ｂ

下記の研修を実施しました。
[研修名、月日、受講者数、(内
女性）]
◆独自研修（人事課主催）
・ハラスメント相談等に関する研
修会
10月17日、ハラスメント対策相
談員及び主幹・係長・主査の
職員
47名（23名）
平成27年10月に施行したハラ
スメント防止等に関する要綱に
基づき、ハラスメント対策相談
員を設置し、職員が相談できる
体制を整えています。
今後も、研修を重ね、ハラスメ
ントに対する意識を高め、職員
が働きやすい職場づくりに努め
たいと考えています。

各種ハラスメントの防止に向
け、ホームページに貸し出しで
きるDVDや本の一覧を掲載しま
した。
また、冊子やチラシ等を配置
し、啓発に努めました

１９　セクシュ
アルハラスメ
ント等防止の
取組

セクハラ等の防止のための学
習会や研修会を実施し、早期
発見、未然防止のため相談窓
口を位置づけます。

市民からの相談には、労働局、
県と連携して対応します。

パワハラに関する相談が１件あ
りました。今できる、最良の方法
を提案することができました。

各校で職員会議等の機会をと
らえて、ハラスメント防止の徹底
を繰り返し周知するとともに、研
修会を実施し、相談窓口を位
置づけました。

セクシュアルハラスメントやマタ
ニティハラスメント等の防止に
向けた啓発に努めます。また各
種ハラスメントに対する認識を
深め、防止するための研修を
充実します。

人事課

職場や学校におけるセクシュア
ルハラスメントやマタニティハラ
スメント等を防止するために、
相談窓口の周知、対応担当
者・管理職への研修を徹底し、
対応体制を強化します。

セ ク シ ュ ア
ル ハラ ス メ
ン ト等対応
体制の確立

47

学校教育課

人権政策課

人権政策課

46

セ ク シ ュ ア
ル ハラ ス メ
ン ト等防止
への啓発

各種ハラスメントの防止に向
け、冊子やチラシを設置し、啓
発します。

ハラスメント対策相談員及び監
督職を対象としたハラスメント相
談等に関する研修を実施しま
す。

ハラスメント対策相談員及び監
督職（主査、係長、主幹の職）
を対象としたハラスメント相談等
に関する研修を実施します。

各種ハラスメントの防止に向
け、男女共同参画センター情
報紙「きらきら」に掲載し、啓発
します。

セクハラ等の防止のための学
習会や研修会を実施し、早期
発見、未然防止のため相談窓
口を位置づけます。

市民からの相談には、労働局、
県と連携して対応します。
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　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策７　生涯を通じた健康づくり

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

B B

B B

B B

B B

２１　男女の
性差に応じ
た医療・相
談の充実

平成２９年度は、相談体制とし
て地域医療連携室に看護師１
名と社会福祉士２名を配置し、
問い合わせがあれば速やかに
情報提供できるよう近隣医療
機関の女性専門外来の情報
収集を行うこととしましたが、実
際に対応した実績はありません
でした。

12月5日に実施した丸之内は
かり処において「女性の体調管
理コーナー」を設け、女性の健
康相談を実施しました。

平成３０年度も引き続き、地域
医療連携室に看護師１名と社
会福祉士２名を配置し、医療
相談において、問い合わせがあ
れば速やかに情報提供できる
よう近隣医療機関の女性専門
外来の情報収集を行います。

49

上野総合市
民病院医療
事務課

健康推進課

リ プ ロ ダ ク
ティブ・ヘル
ス ／ラ イ ツ
の浸透

思春期教室・妊婦教室・こんに
ちは赤ちゃん訪問などの保健
事業全般の機会を通じて「リプ
ロダクティブ･ヘルス／ライツ」の
概念に従い、生涯を通じて個
人の意志が尊重されるこころと
身体の健康づくりに取り組みま
す。

地域医療連携室に看護師１名
と社会福祉士２名を配置して
行っている医療相談において、
問い合わせがあれば速やかに
情報提供できるよう近隣医療
機関の女性専門外来の情報
収集を行います。

近隣の医療機関の専門外来に
ついての情報提供を行います。

専門外来の
情報提供

学校教育課

各種相談の場面で、専門外来
などの必要な情報提供をし、相
談者の健康管理や不安の軽減
に努めます。また、丸之内はか
り処などの健康づくり事業にお
いて女性の健康相談コーナー
を設けます。

２０　出産や
性に関する
健康と人権
の尊重

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

思春期教室・妊婦教室・こんに
ちは赤ちゃん訪問などの保健
事業全般の機会を通じて「リプ
ロダクティブ･ヘルス／ライツ」の
概念に従い、生涯を通じて個
人の意志が尊重されるこころと
身体の健康づくりに取り組みま
した。

すべての学校において、「道
徳」「保健」「総合的な学習の
時間」などの時間を通して、「生
命の誕生」「生命の尊重」を
テーマとした学習を実施しまし
た。一人ひとりはかけがいのな
い存在であるということを学習
することができています。

48

事業実施計画

リプロダクティブ・ヘルス／ライ
ツについての情報提供、普及
啓発を進めます。学校において
は、一人ひとりはかけがえのな
い存在であるという観点の「生
命の誕生」「生命の尊重」の学
習を進めます。

各種相談の場面で、専門外来
などの必要な情報提供をし、相
談者の健康管理や不安の軽減
に努めます。また、健康づくり教
室において女性の健康相談
コーナーを設けます。

事
業
番
号

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

思春期教室・妊婦教室・こんに
ちは赤ちゃん訪問などの保健
事業全般の機会を通じて「リプ
ロダクティブ･ヘルス／ライツ」の
概念に従い、生涯を通じて個
人の意志が尊重されるこころと
身体の健康づくりに取り組みま
す。

生命の誕生、生命の尊重を
テーマとした学習を実施しま
す。

生命の誕生、生命の尊重を
テーマとした学習を実施しま
す。

健康推進課

2017（平成29年）年度　事業
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　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策７　生涯を通じた健康づくり

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事業実施計画

事
業
番
号

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

Ａ Ａ

２２　こころの
健康支援

人事課

主任級職員及び新規採用職
員等を対象としたメンタルヘル
ス研修会を実施します。
仕事に関することや家庭の問
題など職員個人の幅広い悩み
などを解消するため、外部の臨
床心理士による「こころの健康
相談室」を月2回開催します。
また、女性臨床心理士による
「こころの健康相談室」を月1回
開催します。

下記の研修を実施しました。
[研修名、月日、受講者数（内
女性）]
◆独自研修（人事課主催）
・メンタルヘルス研修（新規採
用者）
4月4日、34名（24名）
・メンタルヘルス研修（主任級
対象）
12月6日、58名（22名）
◆三重県市町総合事務組合
・メンタルへルス研修
9月15日・12月8日　7名（3
名）
◆こころの健康相談室を月２回
開催しました。
・年間23回実施　延べ83枠の
相談がありました。
◆女性職員を対象に女性臨床
心理士によるこころの健康相談
室を月１回開催しました。
・年間8回実施　延べ8枠の相
談がありました。

50

こ こ ろ の 健
康づくりに関
する啓発及
び支援体制
の整備

こころの健康づくりの重要性を
理解し、推進していくための機
会を提供します。また、専門機
関と連携し、相談窓口を設置
するなど支援体制に整備に努
めます。

主任級職員及び新規採用職
員等を対象としたメンタルヘル
ス研修会を実施します。
開催予定回数　各1回
仕事に関することや家庭の問
題など職員個人の幅広い悩み
などを解消するため、外部の臨
床心理士による「こころの健康
相談室」を月2回開催します。
また、昨年度に引続き、女性臨
床心理士による「こころの健康
相談室」を開催します。
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　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策７　生涯を通じた健康づくり

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事業実施計画

事
業
番
号

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

B B

２２　こころの
健康支援

○9月5日こころの健康づくり教
室を開催しました。(上野病院
共催）
内容：プロの心理テスト、タッピ
ングタッチ
参加者数：29人
○8月28日あけぼの高校でメン
タルヘルスに関する出前講座
を実施しました。また11月5日
白鳳高校文化祭でプロの心理
テスト・啓発物品の配布・リラッ
クス度のチェッカー実施しまし
た。
(上野病院共催）
○自殺予防週間及び月間の
啓発を行いました。
 9月13日は駅前で、3月6日は
アピタで啓発物品（ティッシュ
等）を配布しました。また各図
書館で相談窓口一覧チラシ(付
箋つき）を設置し、自殺予防の
啓発をしました。
地域自殺対策事業の一環とし
て、自殺予防やこころの健康に
ついて広く知識の普及や情報
提供をし、各個人、家族、地域
の人たちのこころの健康を保つ
ための事業を実施しています。
関係機関(上野病院や伊賀保
健所など）との連携により事業
を実施しています。

こころの健康づくりに関する教
室を開催し「こころの健康」につ
いての知識を習得する機会を
提供します。また、自殺予防対
策事業として、自殺予防週間
などの各種事業や機会を通じ
て「こころの健康づくり」の啓発
を実施します。

50

こ こ ろ の 健
康づくりに関
する啓発及
び支援体制
の整備

こころの健康づくりの重要性を
理解し、推進していくための機
会を提供します。また、専門機
関と連携し、相談窓口を設置
するなど支援体制に整備に努
めます。

健康推進課

こころの健康づくりに関する教
室を開催し「こころの健康」につ
いての知識を習得する機会を
提供します。また、自殺予防対
策事業として、自殺予防週間
などの各種事業や機会を通じ
て「こころの健康づくり」の啓発
を実施します。
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　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策７　生涯を通じた健康づくり

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事業実施計画

事
業
番
号

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

Ｂ Ｂ

子宮がん
25.5％
乳がん
25％

子宮がん
25.5％
乳がん
25％

子宮がん
25.5％
乳がん
25％

子宮がん
28％
乳がん
28％

子宮がん
18.7％
乳がん
20.1％

子宮がん
14.7％
乳がん
19.4％

Ｃ Ｃ

Ｂ Ｂ

ウェルカムベビー教室(両親学
級）を開催、男性の参加を促し
て妊娠・出産・育児への理解を
推進しました。
開催回数：４回
参加者数：６１組

すべての学校において、小学
校低学年から、「保健」「特別
活動」「道徳」等の時間を活用
し、心とからだの成長や食に関
する学習を実施しました。「心
身の健康の保持増進」「学校に
おける食育の推進」等の健康
課題に対応するための健康教
育の一層の充実を行います。

２３　思春
期・更年期
の健康支
援、母子保
健の充実

女性特有の
がん検診受
診率

男性の育児参加を促すため
に、妊婦教室を休日に開催し、
できるだけ夫婦同伴での参加
を勧めます。また、母子健康手
帳発行時や各種母子保健事
業開催時などの機会を通じて、
出産や育児に関する男性の理
解を呼びかけます。
実施予定回数：4回
参加者数(組）：60組

思春期における心とからだの成
長や食に関する学習を実施し
ます。

53

男性に対し、女性の妊娠・出産
期の負担について理解する機
会を提供し、男性の育児参加
を促します。

健康推進課

妊娠・出産
期に関する
男性の理解
の促進

52

ラ イ フ ス
テージに応
じた健康診
断と健康相
談の充実

健康推進課

妊娠・出産期、更年期など、そ
れぞれのライフステージを健や
かにすごすための健康診断、
健康相談を充実させます。

すべての学校で、思春期にお
けるからだと心の健康問題に対
応する健康教育を行います。

生涯を通じた健康の保持･増進
のため、多くの市民が参加(受
診）しやすい事業を実施してい
く必要があります。

下記の保健事業を実施してい
ます。年度末見込数
妊婦歯科検診(166人）
若年者健診（136人）肝炎ウイ
ル ス (19 人 ) 成 人 歯 科 健 診
(423人）歯周疾患検診(572
人）
がん検診ー胃(1,202人）、大
腸 (2.267 人 ) 、 子 宮 （ 2,385
人）、乳(2,280人） 、前立腺
（775人）、結核・肺(4,574人）
健康診査や健康相談、家庭訪
問などの機会に個別相談を実
施し必要に応じて各機関との連
携を図り健康の自己管理を推
進しています。

51 学校教育課

学校におけ
る健康教育
の充実

思春期における心とからだの成
長や食に関する学習を実施し
ます。

生涯を通じて、健康の保持･増
進のため、各ライフステージに
応じ、「自分の健康は自分でつ
くる」ことを目指し、各種保健事
業（各種検診、健康相談、健
康教室など）を展開します。

男性の育児参加を促すため
に、妊婦教室を休日に開催し、
できるだけ夫婦同伴での参加
を勧めます。また、母子健康手
帳発行時や各種母子保健事
業開催時などの機会を通じて、
出産や育児に関する男性の理
解を呼びかけます。
実施予定回数：4回
参加者数(組）：60組
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　　基本目標Ⅱ　男女の人権尊重

　　　基本施策７　生涯を通じた健康づくり

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

事業実施計画

事
業
番
号

指標

実施事業の内容、効果・課題 事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

B B

養護教諭と連携しながら、児童
生徒の性に関する認識の状況
を把握しています。また、教職
員が共通理解を図りながら、年
間指導計画を作成し、発達段
階に応じた性教育を実施しまし
た。

２３　思春
期・更年期
の健康支
援、母子保
健の充実

性 教 育 教
材、カリキュ
ラムの研究

55

56

関係機関と
連携した性
教育の推進

「保健」「特別活動」「道徳」等
の時間に発達段階に応じた性
教育を実施しました。年間指導
計画に基づいた正しい性に関
する学習の充実につながって
います。また今後も、発達段階
に応じた教材の研究に努めま
す。

すべての学校で発達段階に応
じて性教育を実施しています
が、保健師や助産師等と連携
したかについては課題です。

すべての学校において、発達
段階に応じた自尊感情の確立
と性の理解を促す教材、カリ
キュラムの研究を進めます。

学校教育課

学校教育課

医師会等の関係機関と連携し
て、性感染症や心の問題に対
する正しい理解の浸透を図りま
す。

年間指導計画を作成し、発達
段階に応じた性教育を実施し
ます。

発達段階に応じた自尊感情を
確立し、性に関する教育を実
施します。

医師会等の関係機関と連携
し、性教育を実施します。

54

発達段階に
応じた性教
育の実施

学校教育課

すべての学校において、発達
段階に応じた年間指導計画を
作成し、性教育を推進します。

医師会等の関係機関と連携
し、性教育を実施します。

年間指導計画を作成し、発達
段階に応じた性教育を実施し
ます。

発達段階に応じた自尊感情を
確立し、性に関する教育を実
施します。
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　　　基本目標Ⅲ　ワーク･ライフ･バランス

　　　基本施策８　調和のとれた仕事・家庭・地域生活の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

75% 76% 76% 100%

76% 76%

Ｂ Ｂ

B B

院内託児所運営事業を行ない
ます。
就学前の幼児を持つ看護師等
の仕事と家庭生活の両立を支
援するため、院内に託児所を
設置して働きやすい環境の整
備を進めます。

市内の小学
校のうち放
課後児童ク
ラブのある小
学校の割合

看護師等の勤務時間に応じた
時間設定とすることで、就業環
境の向上に努めることができま
した。

平成29年度利用実績：460人

開設時間
月～金：8:00～19:00
火・金：8:00～23:00
※金曜日は夜勤対応可
土：8:00～17:45(月2回程度)

設置要望のあった地区に対し、
ニーズ調査を実施しました。同
小学校区への設置希望ではあ
りますが、小学校統合を見据え
ての計画であるため、地区への
説明会を開催し、今後の方向
性について理解を求めました。

上野総合市
民病院総務
課

院内託児所運営事業を行ない
ます。
就学前の幼児を持つ看護師等
の仕事と家庭生活の両立を支
援するため、院内に託児所を
設置して働きやすい環境の整
備を進めます。

具体的施策 事業名 担当課事業の概要

伊賀市子ども･子育て支援事
業計画に基づき、ワーク・ライ
フ・バランスを推進します。

伊賀市子ど
も ・ 子 育 て
支 援 事 業
計画の推進

２４　行政・
企業におけ
る両立支援
の推進

57

指標

事業実施計画

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題

こども未来
課

同地区内でなくても利用したい
との回答が、少数ではあります
があったため、比較的近くに位
置する既設の児童クラブを利
用して貰えるよう体制を整え、
受け入れを実施します。

事業実施計画

未設置校区の一部のニーズ動
向調査を実施します。

2017（平成29年）年度　事業
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　　　基本目標Ⅲ　ワーク･ライフ･バランス

　　　基本施策８　調和のとれた仕事・家庭・地域生活の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要 指標

事業実施計画

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

B B

B B

58

企業訪問を行い、男女共同参
画や働き方改革について啓発
を行いました。女性の社会参画
に対する理解は進んでおり、男
性の育児休業制度などの整備
が進んでいます。ただ実際の利
用率は低く、継続的な啓発が
必要です。

実施事業所　32

商工労働課

人権政策課

伊賀支所振
興課

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：ワーク・ライ
フ・バランスの取組のメリットなど
実例を交えながら実施していた
だくよう啓発します。また、講演
会や研修会等への参加を呼び
かけるとともに、正社員のうち女
性の雇用と管理職への女性登
用が進むよう、今後も情報提
供と啓発を行っていきます。
訪問等事業所数（予定）：285
【内訳】
○訪問　194
　　本庁（上野支所）：117
　　伊賀支所：32（33）
　　島ヶ原支所：5
　　阿山支所：11
　　大山田支所：10
　　青山支所：19
○文書回答　3
　　本庁（上野支所）：3
○人権学習企業等連絡会
88

２４　行政・
企業におけ
る両立支援
の推進

事業者に対し、育児・介護休
業制度や時間外労働の制限、
勤務時間の短縮など、仕事と
生活の両立支援に係る制度の
定着及び利用促進を、企業訪
問やセミナー開催により働きか
けます。また、「イクボス」を養
成する講座を開催します。

事業者に対
する両立支
援の働きか
け

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：ワーク・ライ
フ・バランスの取組のメリットなど
実例を交えながら実施していた
だくよう啓発します。また、講演
会・研修会等への参加を呼び
かけるとともに、正社員のうち女
性の雇用と管理職への女性登
用が進むよう、今後も情報提
供と啓発を行っていきます。

訪問等事業所数：290

本庁（上野）：117
伊賀支所：33
島ケ原支所：5
阿山支所：13
大山田支所：11
青山支所：18
文書回答：5
伊賀市人権学習企業等連絡
会加入事業者数：88

企業訪問等による啓発を行
い、人事担当者等の面談で、
仕事と家庭生活の両立に向け
ての取組みの必要性を認識し
ていただくことができた。
訪問等事業所数：280
【内訳】
○訪問　194
　　本庁（上野支所）：117
　　伊賀支所：32
　　島ヶ原支所：5
　　阿山支所：11
　　大山田支所：10
　　青山支所：19
○文書回答　3
　　本庁（上野支所）：3
○人権学習企業等連絡会
83

伊賀市人権学習企業等連絡
会、商工労働課、人権政策課
が共催し、４５社が「伊賀市まる
ごとハタラキカタ応援共同宣
言」をしました。また、イクボス
講座「「イクボス」が実現する、
職員がいきいきと活躍し成長す
る職場～多様化する職場の人
材を活かすマネジメントとは～」
を開催しました。
実施日：平成30年３月19日
共同宣言実施数：４５社
講師：NPO法人ファザーリング・
ジャパン代表理事　安藤　哲也
さん
参加人数：31名

43



　　　基本目標Ⅲ　ワーク･ライフ･バランス

　　　基本施策８　調和のとれた仕事・家庭・地域生活の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要 指標

事業実施計画

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

企業訪問による啓発を行いまし
た。
時期：11月
訪問事業所数：11
内容：公正な採用選考や従業
員の雇用状況等について聞き
取りを行うとともに、今後の取組
に関して、冊子やパンフレット等
の配布を通しての啓発や、関
係講演会・研修会等への参加
の呼びかけ等を行いました。
また、企業へは、訪問による啓
発に加えて、人権広報誌の送
付等を通じて、講演会・研修会
等の案内や、男女共同参画に
関する内容も含めた人権に関
するさまざまな情報の提供等を
行いました。
各企業で、公正な採用選考に
ついては取り組まれています
が、女性管理職の登用につい
ては進んでいないように思われ
ます。企業に男女共同参画に
関する意識が定着し、公正な
採用選考や女性管理職の登
用等がさらに推進されるよう、
今後もこれらの取組を継続して
実施していく必要があります。

58

企業訪問による啓発を行い、。
ワーク・ライフ・バランスの取組
のメリットなど実例を交えながら
実施していただくよう啓発しまし
た。また、講演会・研修会等へ
の参加を呼びかけました。今後
の課題としては、講演会参加と
研修会開催回数を増やすこと
です。訪問企業数：５社

島ヶ原支所
振興課

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：ワーク・ライ
フ・バランスの取組のメリットなど
実例を交えながら実施していた
だくよう啓発します。また、講演
会や研修会等への参加を呼び
かけるとともに、正社員のうち女
性の雇用と管理職への女性登
用が進むよう、今後も情報提
供と啓発を行っていきます。
訪問等事業所数（予定）：285
【内訳】
○訪問　194
　　本庁（上野支所）：117
　　伊賀支所：32（33）
　　島ヶ原支所：5
　　阿山支所：11
　　大山田支所：10
　　青山支所：19
○文書回答　3
　　本庁（上野支所）：3
○人権学習企業等連絡会
88

２４　行政・
企業におけ
る両立支援
の推進

事業者に対し、育児・介護休
業制度や時間外労働の制限、
勤務時間の短縮など、仕事と
生活の両立支援に係る制度の
定着及び利用促進を、企業訪
問やセミナー開催により働きか
けます。また、「イクボス」を養
成する講座を開催します。

事業者に対
する両立支
援の働きか
け

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：ワーク・ライ
フ・バランスの取組のメリットなど
実例を交えながら実施していた
だくよう啓発します。また、講演
会・研修会等への参加を呼び
かけるとともに、正社員のうち女
性の雇用と管理職への女性登
用が進むよう、今後も情報提
供と啓発を行っていきます。

訪問等事業所数：290

本庁（上野）：117
伊賀支所：33
島ケ原支所：5
阿山支所：13
大山田支所：11
青山支所：18
文書回答：5
伊賀市人権学習企業等連絡
会加入事業者数：88

阿山支所振
興課
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　　　基本目標Ⅲ　ワーク･ライフ･バランス

　　　基本施策８　調和のとれた仕事・家庭・地域生活の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要 指標

事業実施計画

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

Ｂ Ｂ

58

【実施事業の内容】
企業訪問による啓発を行いまし
た。
期間：平成２９年１１月から一ヶ
月間
訪問企業数：１１社
内容：公正採用選考について
や、女性管理職の登用状況な
どを聞き取りながら、各社で課
題となっている人権課題の有
無についても突っ込んだ話し合
いをした。
また、啓発冊子等の配布も行
いました。

講演会
日時： 平成２９年 ９月２ ７日
（水）
　　　　19：30～21：00
場所：大山田農村環境改善セ
ンター 多目的ホール
講師：三重県男女共同参画セ
ンター（フレンテみえ）専門員
服部 亜龍さん
演題：「自分らしい生き方」のは
なし ～男女共同参画と性的マ
イノリティー～
参加者：９１人

【効果・課題】
企業にとっち、人権問題と向き
合うことがプラスになることを説
明し、単に研修して欲しいと伝
えるだけでなく、訪問した職員も
一緒に研修内容を考えていこう
と呼びかけた。
また、性的マイノリティーに関す
る講演会では、「差異を排除し
ない」＝「相手とわかりある」との
講師の話に感銘を受けたとの
参加者の声があった。

大山田支所
振興課

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：ワーク・ライ
フ・バランスの取組のメリットなど
実例を交えながら実施していた
だくよう啓発します。また、講演
会や研修会等への参加を呼び
かけるとともに、正社員のうち女
性の雇用と管理職への女性登
用が進むよう、今後も情報提
供と啓発を行っていきます。
訪問等事業所数（予定）：285
【内訳】
○訪問　194
　　本庁（上野支所）：117
　　伊賀支所：32（33）
　　島ヶ原支所：5
　　阿山支所：11
　　大山田支所：10
　　青山支所：19
○文書回答　3
　　本庁（上野支所）：3
○人権学習企業等連絡会
88

２４　行政・
企業におけ
る両立支援
の推進

事業者に対し、育児・介護休
業制度や時間外労働の制限、
勤務時間の短縮など、仕事と
生活の両立支援に係る制度の
定着及び利用促進を、企業訪
問やセミナー開催により働きか
けます。また、「イクボス」を養
成する講座を開催します。

事業者に対
する両立支
援の働きか
け

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：ワーク・ライ
フ・バランスの取組のメリットなど
実例を交えながら実施していた
だくよう啓発します。また、講演
会・研修会等への参加を呼び
かけるとともに、正社員のうち女
性の雇用と管理職への女性登
用が進むよう、今後も情報提
供と啓発を行っていきます。

訪問等事業所数：290

本庁（上野）：117
伊賀支所：33
島ケ原支所：5
阿山支所：13
大山田支所：11
青山支所：18
文書回答：5
伊賀市人権学習企業等連絡
会加入事業者数：88
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　　　基本目標Ⅲ　ワーク･ライフ･バランス

　　　基本施策８　調和のとれた仕事・家庭・地域生活の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要 指標

事業実施計画

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

Ｂ Ｂ

C B

B B

58

青山支所振
興課

59

労 働 時 間
短縮の推進

企業訪問による啓発を行いまし
た。
訪問事業所数：19社
アンケート調査：0社
ワークライフバランス等について
の聞き取りや、企業同和問題
研修会への参加呼びかけを行
いました。
企業同和問題研修会には、6
社の参加がありました。
ほとんどの企業でノー残業デー
や育児休暇等への取組みがみ
られましたましたが、ワーク・ライ
フ・バランスに対する認識・理
解には、まだまだ差があり、継
続的に啓発していきます。

人事課

商工労働課

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：ワーク・ライ
フ・バランスの取組のメリットなど
実例を交えながら実施していた
だくよう啓発します。また、講演
会や研修会等への参加を呼び
かけるとともに、正社員のうち女
性の雇用と管理職への女性登
用が進むよう、今後も情報提
供と啓発を行っていきます。
訪問等事業所数（予定）：285
【内訳】
○訪問　194
　　本庁（上野支所）：117
　　伊賀支所：32（33）
　　島ヶ原支所：5
　　阿山支所：11
　　大山田支所：10
　　青山支所：19
○文書回答　3
　　本庁（上野支所）：3
○人権学習企業等連絡会
88

企業訪問等により、県やハロー
ワークと連携し、労働時間短縮
のメリットなど実例を交えながら
説明し実施していただくよう啓
発します。

２４　行政・
企業におけ
る両立支援
の推進

事業者に対し、育児・介護休
業制度や時間外労働の制限、
勤務時間の短縮など、仕事と
生活の両立支援に係る制度の
定着及び利用促進を、企業訪
問やセミナー開催により働きか
けます。また、「イクボス」を養
成する講座を開催します。

事業者に対
する両立支
援の働きか
け

ノー残業デー実施の更なる徹
底と時間外勤務の縮減目標を
設定させるなど、時間外勤務の
縮減に向けた取組みを促し、ま
た、時間外勤務が恒常的に
なっている所属及び個人に偏り
のある所属に対して、ヒアリング
を実施し、改善に向けた取組み
を行います。

企業訪問等による啓発を行い
ます。啓発内容：ワーク・ライ
フ・バランスの取組のメリットなど
実例を交えながら実施していた
だくよう啓発します。また、講演
会・研修会等への参加を呼び
かけるとともに、正社員のうち女
性の雇用と管理職への女性登
用が進むよう、今後も情報提
供と啓発を行っていきます。

訪問等事業所数：290

本庁（上野）：117
伊賀支所：33
島ケ原支所：5
阿山支所：13
大山田支所：11
青山支所：18
文書回答：5
伊賀市人権学習企業等連絡
会加入事業者数：88

時間外勤務の事前申請、ノー
残業デー実施の徹底と時間外
勤務の縮減目標を設定させる
など、時間外勤務の縮減に向
けた取組みを促し、また、時間
外勤務が恒常的になっている
所属及び個人に偏りのある所
属に対して、ヒアリングを実施
し、改善に向けた取組みを行い
ます。

企業訪問等により、県やハロー
ワークと連携し、労働時間短縮
のメリットなど実例を交えながら
説明し実施していただくよう啓
発します。

毎週水曜日を全庁的なノー残
業デーとするとともに、年間の
目標設定による各職場におけ
る時間外縮減への取組みを促
しました。また、昨年度7月28
日の「伊賀市ハタラキカタ応援
宣言」を受けてこれまで以上に
長時間勤務の是正に向けて取
組むよう、各所属長に周知を
行いました。
また、庶務システムの変更によ
り、時間外勤務の事前申請が
より徹底されるようになりまし
た。

企業訪問等による啓発を行うこ
とにより、労働時間の短縮を推
進することで、ワーク・ライフ・バ
ランスも進んでいくことを確認い
ただくことができました。しかし、
事業所によっては、繁忙期にお
いて取組が進まないのが現状
です。

「ノー残業デー」の設定、有給
休暇の取得促進など市におけ
る労働時間短縮を図るととも
に、事業者に対しても労働時間
短縮を働きかけます。
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　　　基本目標Ⅲ　ワーク･ライフ･バランス

　　　基本施策８　調和のとれた仕事・家庭・地域生活の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要 指標

事業実施計画

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

B B

1人 1人 1人 毎年1人

２人 2人

Ａ Ａ

B B

B B

２５　家庭生
活における
両立支援の
推進

人事課
市男性職員
の育児休業
取得者数

60

61

家 庭 教 育
への男性の
参加促進

育児・介護
休業の取得
促進

学校教育課

医師・看護師の負担軽減を図
るため、業務内容の効率化・見
直しに取り組み、職種間バラン
スが均等となるよう多職種の採
用を行います。
また、院内安全衛生・人権委
員会が中心となり、時間外勤
務の削減と、ワークライフバラン
スの推進に取り組みます。

保育所（園）・幼稚園において
父親が子育てに積極的に関わ
れるよう参観、講演会を開催し
ました。父親が参加しやすい日
程設定や興味ある内容など課
題があります。今後も保育所
（園）・幼稚園、地域において父
親が家庭教育や育児参加しや
すい体制作りをすすめていく必
要があります。

PTA活動や学校行事をきっか
けにして、家庭で日常生活や家
庭・地域のくらしについて、親子
でともに考え合う機会へとつな
がっています。

男女ともに参加しやすいPTA活
動の充実を図り、父親が子育
てに積極的に関わるよう体制を
つくります。

特定事業主行動計画、子育て
ハンドブック等グループウェアー
内で公開しています。育児休
業の長期取得者や部分休業の
利用者、育児短時間勤務者に
ついては、年々増加傾向にあ
り、制度の周知はできてきてい
ると考えています。
今年度、男性職員の育児休業
取得者は２名でした。

男女平等保育に向けて、父親
が子育てに積極的に関わるよう
参観、講演会などを開催しま
す。幼稚園・保育所（園）や地
域において、父親が家庭教育
や育児参加をしやすい体制作
りを積極的に図ります。

59

労 働 時 間
短縮の推進

医師や看護師の負担軽減措
置は急務とされていますが、夏
季厚生休暇や年次有給休暇を
利用しながら、７日間程度の連
続休暇の取得に取り組みまし
た。また、非常勤の看護師等も
夜間勤務ができるようにしてお
り、正規職員全体の負担軽減
を図ることができました。
これにより、昨年度と比較して
時間外勤務労働の削減を図る
とともに、仕事と家庭生活の両
立を進めました。

２４　行政・
企業におけ
る両立支援
の推進

次世代育成支援の各種制度
等について、周知を行います。

上野総合市
民病院総務
課

男女ともに参加しやすいPTA活
動の充実を図り、父親が子育
てに積極的に関わるよう体制を
つくります。

保育幼稚園
課

時短勤務、日勤のみのシフト勤
務等を採用します。
就学前の幼児を持つ看護師に
ついて時短勤務を採用し、また
３交替が中心の勤務の中で日
勤のみのシフト勤務を採用する
ことで、仕事と家庭生活の両立
を支援します。また、院内安全
衛生・人権委員会が中心とな
り、時間外勤務の削減と、ワー
クライフバランスの推進を進め
ます。

次世代育成支援の各種制度
等について、周知を行います。

次世代育成支援特定事業主
行動計画の実効的な推進を図
ることによリ、一般事業主行動
計画の推進を促します。

「ノー残業デー」の設定、有給
休暇の取得促進など市におけ
る労働時間短縮を図るととも
に、事業者に対しても労働時間
短縮を働きかけます。

男女共同参画社会実現に向け
て、父親が子育てに積極的に
関わるよう、講演会などを開催
します。また、学校・幼稚園・保
育所（園）や地域において、男
性が家庭教育へ参加しやすい
体制を作ります。

男女平等保育に向けて、父親
が子育てに積極的に関わるよう
参観、講演会などを開催しま
す。幼稚園・保育所（園）や地
域において、父親が家庭教育
や育児参加をしやすい体制作
りを図ります。
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　　　基本目標Ⅲ　ワーク･ライフ･バランス

　　　基本施策８　調和のとれた仕事・家庭・地域生活の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要 指標

事業実施計画

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

B B

Ｂ Ｂ

62

男性の家事
自立をめざ
す講座の開
催

おとこの料理教室を、開催しま
した。
男性が料理を作ることで家事
自立につながり、家庭での男女
共同参画が進むことを伝えまし
た。受講者からは、「今年のお
せち料理は、挑戦してみよう」と
いう、前向きな意見も聞くことが
できました。
　11月25日（土）12名
　「オレ流おせちの作り方」
講師：松永啓子さん

男性のための料理教室を開催
します。

２５　家庭生
活における
両立支援の
推進

人権政策課

男性向け料理教室など、男性
が生活面の技術を習得するた
めの講座を開催します。

61

家 庭 教 育
への男性の
参加促進

伊賀市社会教育委員による自
主事業として家庭教育事業イ
ベントを開催します。

生涯学習課

2月25日（日）に「いがファミリー
フェスタ」を開催し、「親子で聞
く子育てばなし」ということで林
みち子助産師に「幸せを伝えて
よ」と題した話しをして頂き、参
加者と林助産師による日頃の
子育ての悩み等を話し合う場
を設けました。その後、第2部と
して影絵組「たこの足」さんに
「きみはほんとうにステキだね」
と題した影絵を演じていただき、
親子で楽しみました。また、参
加者には三重県が作成したパ
ンフレット「みえの育児男子ＨＡ
ＮＤＢＯＯＫ」等を配布し、父親
に対して育児の楽しさや大切さ
を伝える啓発を行いました。

社会教育委員の自主事業であ
る「子どもと一緒に考える集い」
等の事業を開催し、子育てに
父親が積極的に関わるよう推
進します

男性のための料理教室を開催
します。

男女共同参画社会実現に向け
て、父親が子育てに積極的に
関わるよう、講演会などを開催
します。また、学校・幼稚園・保
育所（園）や地域において、男
性が家庭教育へ参加しやすい
体制を作ります。
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　　　基本目標Ⅲ　ワーク･ライフ･バランス

　　　基本施策８　調和のとれた仕事・家庭・地域生活の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要 指標

事業実施計画

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

63

男 女 共 同
参画の家庭
生活の支援

64

各機関で連携を取りながら適
切に支援することができました。
多くの課題を持つ相談者が増
加しているので、更なる支援体
制の充実に努めます。

２６　子育
て・介護支
援の充実

子育て相
談・支援体
制の充実

伊賀市子ども･子育て支援事
業計画に基づき、安心して子
育てができるよう相談・支援体
制の充実を図ります。また、ひ
とり親家庭等の自立に向けた、
生活・就業支援、経済的支援
の充実に努めます。

子育て包括支援センターや子
育て支援センターにおいて子
育て相談やさまざまな子育て
事業を実施する中で、支援が
必要な場合は保健師、家庭児
童相談員及び母子・父子自立
支援員等と連携を取りながら子
育て情報を提供し、切れ目の
ない相談支援を行います。

三重県内男女共同参画連携
映画祭2017を開催しました。
映画を男女共同参画の視点で
見てもらえるよう、上映前にプレ
トークを行いました。
上映作品：女たちの都～ワッゲ
ンオッゲン～
日時：9月9日(土）
場所：あやま文化センター
参加者数：192人
また、,「男女一緒に気づいて広
がる発見講座」南米編を開催
し、家庭内での役割分担や生
き方を考え直す機会を提供し
ました。

人権政策課

男女がともに参加できる講座の
開催など、男性の家庭生活の
充実につながる機会を提供し
ます。

２５　家庭生
活における
両立支援の
推進

三重県内男女共同参画連携
映画祭を開催し、夫婦で参加し
てもらえるようＰＲします。映画
を通して、男女がともに家庭生
活を充実させるために、家庭内
での役割分担などについて考
える機会を提供します。
男女がともに参加できる講座
「男女一緒に気づいて広がる発
見講座」韓国編を開催します。

こども未来
課

三重県内男女共同参画連携
映画祭を開催し、夫婦で参加し
てもらえるようＰＲします。映画
を通して、男女がともに家庭生
活を充実させるために、家庭内
での役割分担などについて考
える機会を提供します。
男女がともに参加できる講座
「男女一緒に気づいて広がる発
見講座」南米編を開催します。

子育て包括支援センターや子
育て支援センター、家庭児童
相談員及び母子・父子自立支
援員等が連携をとりながら子育
て情報を提供し、切れ目のな
い相談支援を行います。
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　　　基本目標Ⅲ　ワーク･ライフ･バランス

　　　基本施策８　調和のとれた仕事・家庭・地域生活の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

具体的施策 事業名 担当課事業の概要 指標

事業実施計画

事
業
番
号 実施事業の内容、効果・課題事業実施計画

2017（平成29年）年度　事業

B B

Ｂ Ｂ

B B

伊賀市障がい福祉計画及び伊
賀市障がい者福祉計画の進捗
状況の確認や評価を行い、障
がい者福祉サービスを充実さ
せます。

65

地域支援の
充実

介護予防サロン活動支援事業
補助金対象事業所
・１１ヵ所（うち５ヵ所は２９年度
新規）
・開催日：延べ1,038日
・参加者数：延べ8,764人

高齢者の憩いの場であり、認
知予防、生きがいづくりに大き
な成果が見られました。地域で
高齢者を見守る場所としても有
効でした。

地域包括支援センターを中心
とした高齢者相談窓口の充実
及び支援体制の強化を図りま
す。

伊賀市高齢者福祉計画に基
づき、高齢者が安心して地域
で住み続けられるよう、地域支
援体制の充実に努めます。

介護高齢福
祉課

地域包括支
援センター

障がい福祉
課

地域包括支援センター３ヶ所の
相談窓口で、三職種（社会福
祉士、主任介護支援専門員、
保健師）が高齢者の生活や介
護に関するあらゆる相談に対応
します。相談対応を進める中
で、男女がともに介護に参画す
るよう、意識の啓発に努めま
す。

適切な障害福祉サービスを利
用することで、家族の介護負担
の軽減が図られました。また、
保護者に対して障害福祉サー
ビスの利用説明を行なうことに
より、サービスの利用を促進し
介護負担の軽減に結びつきま
した。しかしながら、未だ障がい
者（児）介護は女性特に母親が
中心で行っているのが現状で
す。家庭内での障がい者介護
においての男女共同参画につ
いて更なる啓発を行なう必要
があります。
２９年度は、延6,790件の総合
相談支援を行いました。子ども
の数の減少、生涯未婚率の上
昇などにより、男性の介護者も
増加傾向にあります。男女がと
もに介護に参加するよう、意識
の啓発に努めました。

障がいのある人を在宅で介護し
ている家族等の負担を軽減す
るため、居宅介護サービスや短
期入所サービス等の障害福祉
サービスの利用を促進するとと
もに、家庭内での障がい者介
護及び支援の男女共同参画に
ついて啓発していきます。

居宅サービスなどを利用しなが
らでも、安心して地域で住み続
けられるよう、介護サービスの
充実をはかります。また、高齢
者の居場所づくりとなる、地域
で実施するサロンへの助成を継
続して行い、どこに住んでいて
も利用ができるよう、箇所数を
増やすため働きかけます。

67

高 齢 者 相
談窓口の充
実

66

障がい者福
祉サービス
の充実

障がいのある人を在宅で介護し
ている家族等の負担を軽減す
るため、居宅介護サービスや短
期入所サービス等の障害福祉
サービスの利用を促進するとと
もに、家庭内での障がい者介
護及び支援の男女共同参画に
ついて啓発していきます。

地域包括支援センター３ヶ所の
相談窓口で、三職種（社会福
祉士、主任介護支援専門員、
保健師）が高齢者の生活や介
護に関するあらゆる相談に対応
します。相談対応を進める中
で、男女がともに介護に参画す
るよう、意識の啓発に努めま
す。

居宅サービスの利用にあたり、
地域住民による自主的な支援
を利用することの可能性につい
ても検討するなど適切なケアマ
ネジメントに基づく助言・指導を
行うとともに、地域で実施する
サロン等高齢者の居場所づくり
に対する助成を行います。
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　　　基本目標Ⅲ　ワーク･ライフ･バランス

　　　基本施策９　家庭生活における男女共同参画の推進

2018（平成30年）年度　事業
Ｈ28
目標

Ｈ２９
目標

Ｈ30
目標

Ｈ31
目標

H32
目標

実績 実績 実績 実績 実績

評価 評価 評価 評価 評価

ー ー ５５％超

B B

B B

２７　家事・
育児・介護
への男女共
同参画の推

進

介護におけ
る男女共同
参画の推進

「男は仕事」
「女は家事・
育児・介護」
と思わない
市民意識の
割合（再掲）

具体的施策 事業名 担当課事業の概要 指標

実施事業の内容、効果・課題

保育所（園）の行事等の開催
日や内容の検討により、父親の
行事等の参加が増加傾向にあ
ります。今後も引き続き保育所
（園）だよりなどで啓発し、参加
しやすい子育て講演会や参観
など開催日や内容を検討して
いく必要があります。

68

父親の育児
参加の促進

69

性別に関わらず、家事や介護
をともに担うことができるよう教
室の開催や広報紙などによる
啓発を行います。男女がともに
介護へ参画するため、意識の
啓発を行います。また、男性が
介護技術を習得するための支
援を行います。

介護保険制度について、HPや
広報いが市等で啓発するととも
に、要望のあった住民自治協
議会、老人クラブ等へ出向き、
介護保険制度の内容説明を行
います。
また、家族介護教室（委託事
業）や介護予防教室を開催し、
介護保険制度の理解を深め、
介護は男女を問わず家族や地
域全体で行うものという意識を
高めるための学習機会を提供
します。

保育所（園）の行事等に父親も
参加できるように開催日や内容
を検討し、参加を促します。ま
た保育所（園）だより等で育児
に関する内容等掲載するなど
父親の子育てに関する意識を
啓発します。

2017（平成29年）年度　事業

事業実施計画

事
業
番
号

男性が育児に関する知識を学
習する機会を提供するととも
に、子育ては男女がともに行う
という意識を啓発します。

介護高齢福
祉課

保育幼稚園
課

市内の社会福祉法人に委託
し、転倒予防・介護予防教室、
また、家族介護教室を開催し
ました。講師派遣委託を利用
し、市内広域にわたって、多く
の方に参加いただくことができま
した。

家族介護教室や介護予防教
室（委託事業）において、介護
保険制度の理解を深めるととも
に、介護は男女を問わず家族
や地域全体で行うものという意
識を高めるための啓発を行いま
す。
また、男性を対象とした教室の
開催を計画・実施するよう働き
かけます。

保育所（園）の行事等に父親も
参加できるように開催日や内容
を検討し、参加を促します。ま
た保育所（園）だより等を充実し
育児に関する内容等掲載する
など父親の子育てに関する意
識を啓発します。

事業実施計画
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